
平成19年度施政方針と予算 …………… ２～7
市政ひろば…………………………………8～11
お知らせ………………………………… 12～17
まちかどトピックス…………………… 18～19
情報瓦ばん……………………………… 20～21

まなびの扉………………………… 22～23
心のかけはし……………………… 24～25
いきいき健康生活………………… 26～27
ふるさと資源、わがまち元気…………… 28

主
な
内
容

春風を受け、
ウォーキング

　スポーツフェアの一環とし
て、３月 11 日、「丸山ウォー
キング」が行われ、250 人が
完成間近の風力発電施設を見
学しました。
　15基の発電機が起こす電力
量は 37,500 キロワット時。
南あわじ市内の家庭で使う電
力量の３分の２に相当します。
（10頁に関連記事）

広報 ４
平成19年（2007年）
４月１日発行 №27
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私
は
、
ど
ん
な
時
代
に
な
ろ
う

と
も
「
人
」
が
中
心
で
あ
り
、
家

庭
・
集
落
・
地
域
が
健
全
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
・
県
・
国
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
南

あ
わ
じ
市
は
歴
史
的
な
転
換
期
を

2

平
成
19
年
度
施
政
方
針
と
予
算

広報 

　

第
十
四
回
市
議
会
定
例
会
が
三
月
一
日
に
召
集
さ
れ
、
中
田
勝
久
市
長
が
平
成
十
九
年
度
施
政
方
針

と
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳
細
は
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

迎
え
て
お
り
ま
す
。
財
政
再
建
団

体
と
な
っ
た
北
海
道
夕
張
市
で
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
運
営

の
失
敗
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
大

幅
な
減
退
や
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
急

落
を
招
き
ま
す
。
今
後
は
、
過
去

か
ら
の
仕
組
み
や
市
民
と
行
政
の

役
割
を
根
本
的
に
見
直
し
、「
参

画
と
協
働
」「
自
主
自
立
」「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
理
念
を
浸
透
さ

せ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
構

築
い
た
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
に
は
全
国
に
自
慢

で
き
る
「
ふ
る
さ
と
資
源
」
が
数

多
く
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
知
恵
を
絞
り
自
ら
行
動
し
、

子
や
孫
た
ち
が
夢
の
持
て
る
施
策

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
熟
慮
断
行
の
年
」

と
位
置
づ
け
、
私
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
南
あ
わ
じ

市
の
将
来
の
た
め
苦
渋
の
選
択
と

英
断
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

「 

熟 

慮 

断 

行 

の 

年
」

2007.4.1発行

▲施政方針を述べる中田市長

少
子
対
策

　

そ
の
一
つ
は
、
人
口
減
少
・
少

子
対
策
で
す
。
少
子
対
策
課
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
雇

用
・
定
住
対
策
、
結
婚
促
進
、
子

育
て
環
境
の
改
善
、
女
性
の
就
業

環
境
づ
く
り
な
ど
、
戦
略
的
に
総

合
的
な
政
策
を
展
開
し
ま
す
。

防
災
対
策

　

そ
の
二
つ
は
、防
災
対
策
で
す
。

甚
大
な
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
や
地

域
防
災
力
を
高
め
、
津
波
対
策
や

迅
速
な
情
報
収
集
・
伝
達
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
地
震
防
災
対
策
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

職
及
び
食
づ
く
り

　

そ
の
三
つ
は
、
職
及
び
食
づ
く

り
で
す
。
各
産
業
や
文
化
そ
れ
ぞ

れ
の
独
自
性
と
特
徴
を
伸
ば
し
、

関
係
団
体
の
自
主
的
な
活
動
を
尊

重
し
な
が
ら
夢
・
知
恵
・
元
気
あ

ふ
れ
る
職
及
び
食
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め

企
業
の
誘
致
に
努
力
し
、
生
産
体

制
の
強
化
と
生
産
基
盤
の
整
備
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の

販
売
戦
略
と
体
験
・
交
流
・
学
習

を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
観
光

産
業
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
断
行

　

そ
の
四
つ
は
、
行
財
政
改
革
の

断
行
で
す
。
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
へ
の
突
入
、
政
府
の
各
種

改
革
に
よ
る
負
担
増
大
、
膨
大
な

市
民
か
ら
の
要
望
、
厳
し
い
市
の

財
政
状
況
な
ど
、
数
多
く
の
構
造

的
重
要
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
世
代
が
、
痛
み
の

伴
う
行
財
政
改
革
に
真
っ
向
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

将
来
に
向
け
て
健
全
で
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
を
創
造
す
る
こ
と
で

あ
り
、
次
世
代
の
子
孫
に
対
す
る

責
務
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
様
の
深
い

ご
理
解
を
賜
り
、
一
般
行
政
経
費

の
節
減
を
図
り
、「
選
択
と
集
中
」

や
「
自
主
自
立
」
を
旨
と
し
、
積

極
的
か
つ
大
胆
な
行
財
政
の
効
率

化
を
す
す
め
、
行
政
能
力
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
!　
　
少
子
対
策
課
を
設
置

施 
政 
方 
針

◆
結
婚
促
進

①
若
者
の
出
会
い
づ
く
り
（
新

規
：
五
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

若
者
の
グ
ル
ー
プ
づ
く

り
、
出
会
い
づ
く
り
支
援

②
縁
結
び
（
新
規
：
百
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

結
婚
相
談
・
仲

人
養
成
等
女
性
団
体
・
百
人
委

員
会
と
連
携
し
た
施
策
の
検

討
、
実
施

③
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
新
規
：

十
五
万
円
。
少
子
対
策
課
）　

市
民
、
企
業
、
団
体
等
と
の
連

携
、
市
民
参
加
に
よ
る
討
論
会

の
開
催

◆
定
住
促
進

①
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
（
新
規
：

四
百
八
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

四
月
以
降
、
市
内
の

五
万
円
以
上
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
住
む
新
婚
世
帯
へ
家
賃

補
助
。
月
額
一
万
円
を
上
限
に

最
長
三
年
間
（
そ
の
他
要
件
あ

り
）

②
通
勤
・
通
学
者
交
通
費
助
成（
継

続
：
千
三
百
五
十
八
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

高
速
バ
ス
利
用

者
の
交
通
費
補
助
。
通
学
者
30

％
、
通
勤
者
20
％

◆
雇
用
促
進
・
職
場
の
子
育

　
て
環
境
改
善

①
男
女
共
同
参
画
推
進
（
新
規
：

六
十
五
万
円
。
少
子
対
策
課
）

女
性
の
働
く
環
境
改
善
な
ど

②
企
業
誘
致
の
強
化
（
管
財
課
、

商
工
観
光
課
）　

斡
旋
事
業
者

と
の
連
携
強
化

◆
子
育
て
支
援
関
連

①
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
（
拡

充
：
八
百
八
十
二
万
円
。
健
康

課
）　

健
診
料
前
後
期
（
妊
娠

22
週
前
後
）
一
回
ず
つ
補
助
。

一
回
一
万
五
千
円
上
限

②
出
産
祝
金
（
継
続
：
千
六
百
八 

万
円
。
少
子
対
策
課
）　

第
一

子
・
第
二
子
へ
三
万
円
、
第
三

子
以
降
十
万
円

③
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
継

続
：
千
百
三
十
六
万
円
。
少
子

対
策
課
）　

就
学
前
の
親
子
を

対
象
に
子
育
て
相
談
、
交
流

会
、
遊
び
の
広
場
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成

④
保
育
料
第
二
子
以
降
無
料
化

（
拡
充
：
一
億
二
千
二
十
八
万

円
。
福
祉
課
）　

就
学
前
三
年

代
（
三
〜
五
歳
）
の
第
二
子
以

降
の
保
育
料
を
無
料
化
（
給
食

費
除
く
）

⑤
在
宅
子
育
て
応
援
事
業
（
新

規
：
二
百
四
十
万
円
。
少
子
対

策
課
）　

三
〜
五
歳
の
在
宅
保

育
に
対
し
一
人
年
額
六
万
円

支
援
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
、

ク
ア
、
プ
ー
ル
等
公
共
施
設
の

年
間
無
料
パ
ス
交
付

⑥
児
童
手
当
の
増
額
（
拡
充
：
約

三
億
八
千
万
円
。
福
祉
課
）　

０
〜
二
歳
児
の
児
童
手
当
を

年
額
十
二
万
円
に
増
額

⑦
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
（
拡

充
：
約
一
億
千
二
百
五
万
円
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
市
の
活
力
を
維
持
し
、
永
続
的
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
少
子
対
策
課
を
新
設
。

職
員
五
人
を
配
置
し
て
、急
激
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
政
策
を
総
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

主
要
事
業
の
予
算
額
は
約
七
億
三
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
、
十
九
年
度
予

算
額
と
担
当
課
。

保
険
課
）　

小
学
一
〜
三
年
生

の
拡
充
、
０
〜
小
学
三
年
生
の

入
院
費
無
料
、
０
〜
二
歳
の
通

院
費
無
料
、
三
歳
〜
就
学
前
ま

で
通
院
費
は
七
百
円
を
五
百

円
に
減
免

⑧
入
学
祝
金
（
継
続
：
千
四
十
三 

万
円
。
少
子
対
策
課
）　

小
・

中
学
校
入
学
時
に
一
万
円
を

交
付

⑨
学
童
保
育
拡
充
（
拡
充
：

三
千
四
百
十
万
円
。
少
子
対

策
課
）　

広
田
、
倭
文
、
榎
列
、

松
帆
、北
阿
万
の
運
営
。
八
木
、

福
良
で
開
設
。
小
学
一
〜
三
年

生
児
童
対
象

⑩
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
新
規
：

三
百
八
十
一
万
円
。
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
）　

子
ど
も
の
活

動
拠
点
を
設
置
し
地
域
と
共

に
事
業
実
施
。
全
児
童
を
対

象
、
五
箇
所
程
度

⑪
わ
ん
ぱ
く
塾
助
成
（
統
合
：

百
万
円
。
生
涯
学
習
文
化
振

興
課
）　

あ
そ
び
塾
、
百
円
塾
、

う
ず
し
お
交
遊
塾
を
統
合

⑫
児
童
館
の
運
営
（
継
続
：
約

千
百
七
十
万
円
。
少
子
対
策

課
）　

児
童
の
健
全
育
成

◆
少
子
対
策
情
報
の
集
約
と

　
発
信

①
少
子
対
策
の
情
報
受
発
信
な
ど

（
新
規
：
二
百
三
十
万
円
。
少

子
対
策
課
）　

冊
子
の
発
行
等

南あわじ市の１年
自然増減

転入 転出

（平成18年１月～12月）
 － 毎月人口推計調査 －

社会増減
出生 死亡

626人396人

1,329人955人

少子対策課
事務所　緑庁舎１階
職員　５人
☎44-3040
F44-3036
Ｅメール :
shoushitaisaku@city.
minamiawaji.hyogo.jp
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地方交付税
77億5,000万円
　　　(28.8％)

市税
62億9,583万円
(23.4％)

45億9,240万円
　　　(17.1％)

市債

県支出金

繰入金

自動車取得税交付金諸収入

使用料及び手数料

国庫支出金

歳　入
　269億
 1,000万円27億7,353万円

　(10.3％)

12億3,015万円
(4.6％)

11億9,502万円
(4.4％)

７億6,746万円 (2.9％)

５億3,951万円 (2.0％)

地方消費税交付金 5億1,500万円 (1.9％)
地方譲与税 ３億6,600万円 (1.4％)　　

その他 ６億1,510万円 (2.2％)
２億7,000万円 (1.0％)

民生費
52億8,767万円
(19.6％)

総務費
45億2,218万円
(16.8％)

農林水産業費
34億6,595万円
(12.9％)

45億5,643万円
(16.9％)

教育費
公債費

土木費
衛生費

諸支出費

消防費

25億3,582万円
(9.4％)

19億2,449万円
(7.2％)

18億8,783万円
（7.0％)

10億1,759万円
(3.8％)

9億9,303万円 (3.7％)
商工費 ３億8,794万円 (1.4％)　　
議会費 ２億7,694万円 (1.0％)
その他 5,413万円 (0.3％)

歳　出
　269億
 1,000万円

平成19年度 当 初 予 算 額 の 一 覧
（単位：千円）

会　　計　　名 本年度 前年度 増減率 (％ )
一般会計 26,910,000 26,290,000 2.4
特別会計 25,900,695 27,757,185 △6.7
国民健康保険特別会計 6,267,011 5,779,814 8.4
老人保健特別会計 6,080,404 6,137,071 △0.9
介護保険特別会計 4,027,264 3,866,785 4.2
訪問看護事業特別会計 57,982 58,791 △1.4
公共下水道事業特別会計 2,936,095 3,684,559 △20.3
農業集落排水事業特別会計 376,356 370,081 1.7
漁業集落排水事業特別会計 435,417 1,268,541 △65.7
サイクリングターミナル事業特別会計 81,491 79,868 2.0
慶野松原海水浴場特別会計 10,960 10,119 8.3
土地開発事業特別会計 649,540 1,594,753 △59.3
産業廃棄物最終処分事業特別会計 179,280 181,718 △1.3
ケーブルテレビ事業特別会計 240,300 227,024 5.8
水道事業会計 3,466,797 3,369,883 2.9
農業共済事業会計 558,713 594,987 △6.1
国民宿舎事業会計 513,773 513,743 0.0
広田財産区管理会特別会計 320 350 △8.6
福良財産区管理会特別会計 17,370 17,380 △0.1
北阿万財産区管理会特別会計 1,034 1,134 △8.8
沼島財産区管理会特別会計 588 584 0.7

　合　　　計 52,810,695 54,047,185 △2.3

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
少
子
対
策
、
防
災
対
策
な
ら
び
に
職
及
び
食
づ
く
り
（
地

場
産
業
振
興
）
に
重
点
を
置
き
、
併
せ
て
、
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
一
般
会

計
二
百
六
十
九
億
一
千
万
円
（
前
年
度
比
二
・
四
％
増
）、
企
業
会
計
を
含
ん
だ
特

別
会
計
二
百
五
十
九
億
六
十
九
万
五
千
円
（
同
六
・
七
％
減
）
の
平
成
十
九
年
度
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

広報 

一般会計 歳出の概要
　歳出では、民生費が少子対策費の新
設などにより 52 億 8,767 万円（前年
度比 5.5％の増）、公債費が市債償還
元金の増に伴い 45 億 5,643 万円（同
1.7％の増）、諸支出費が地域振興基
金の積立等で 10 億 1,759 万円（同
822.6％の増）となりました。一方、
災害復旧事業費が全額減（繰越事業を
除く）、教育費で施設整備の減少、国民
体育大会の終了などに伴い25億3,582
万円（同 24.1％の減）となりました。
◆性質別歳出の内訳
　歳出は性質別に、義務的経費、投資
的経費、その他経費に大別されます。
　義務的経費として計上される、人件
費、扶助費、公債費の合計額は、115
億 637 万円（全体の約 43％）となり
ました。人件費は、行財政改革により、
前年度比 2.2％減の 45 億 1,677 万
円。扶助費は福祉医療経費等の拡充に
より、同 3.3％増の 24億 3,331 万円。
公債費は、1.7％増の 45 億 5,629 万
円となりました。
　また、主に建設事業に充てられる投
資的経費は、ケーブルテレビ整備、リ
サイクルセンター統合などに 58 億
7,436 万円（全体の約 22％）を計上。
繰出金や物件費などのその他経費は、
95億 2,927 万円（全体の約 35％）と
なりました。　　

一般会計  歳 入 の 概 要
　歳入の約３割を占める地方交付税は、地方財政計画等を

勘案して 77億 5,000 万円（前年度比 2.8％の増）、次いで

多い市税は、所得税の税源移譲・定率減税の廃止により 62

億 9,583 万円（同 8.7％の増）を見込みました。市債は合

併特例債を活用し、地域振興を目的とした基金の積立等に

伴い、45 億 9,240 万円（同 7.9％の増）の発行を予定し

ています。

　また、財源不足を補なう為に、約９億円の基金の取り崩

し（同 26.3％の減）を予定しています。

　歳入全体に占める依存財源の割合は約 65％で、南あわじ

市が確保する自主財源は 35％となっています。

◆用語解説
・合併特例債…元利債還金の 70％が後年度に交付税の対象
　となる地方債
・自主財源…自治体が自主的に収入しうる財源（市税、使用
　料及び手数料など）
・依存財源…国・県の意思により交付や割り当て、配分され
　るもの（地方交付税、市債、国・県支出金など）

歳入構成図目的別の歳出構成図

2007.4.1発行

市債残高の見込み
　　　　　　　　（平成 19年度末）

一般会計　約 465億 8,432 万円

特別会計　約 370億 6,681 万円

合　　計　約 836億 5,113 万円

（市民一人当たり　約 156万円）

基金残高の見込み
　　　　　　　　（平成 19年度末）

一般会計　約 48億 4,826 万円

特別会計　約 21億 2,872 万円

合　　計　約 69億 7,698 万円

（市民一人当たり　約 13万円）
※市民一人当たりの額は 19年 2月末現在

　人口 53,540 人で算出。

行政評価により
事務事業経費を削減
　事務事業に対する目的意識・コスト
意識の醸成と市民ニーズに応じた事務
執行、創意工夫による経費節減、行政
運営の透明性を確保するため、平成 18
年度から行政評価を実施しています。
　事務事業を約 1,500 事業に分け、
202 事業について行政評価を行いま
した。そのうち 102 事業で約 2 億
7,000 万円（一般財源、平成 18年度
当初予算比）の経費節減を図りまし
た。
　行政評価の詳細については、市の
ホームページで公表しています。
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「食がはぐくむ　 ふれあい共生の都
ま ち

市

行って楽しい交流・感動の舞台【観光・交流】
　市民自ら地域の魅力を知り、あらゆる方面からみん
なで情報発信し、南あわじファンを増やします。また、
魅力あるふるさと資源を最大に活用し、滞在性とアク
セス性を高めます。
★観光ボランティアの養成…30万円
　市民が案内人となるボランティア講座の開催
★観光客誘致支援…60万円
　戎舞出前公演への助成
◆交流イベントの開催…1,000 万円
　だんじり祭、花火大会等の開催
★市街地再開発の推進…50万円
　福良津波防災ステーションの整備に併せ、福良築地
　地区再開発調査等

ふやさんか！食づくりの担い手【農漁業】
　食づくりの源である豊穣の大地と海を守り、農業や
漁業に携わる市民を育てます。また、安全でおいしい
地元の食材を、市民や来訪者が地元で消費できる仕組
みをつくります。
★農地・水・環境保全対策推進…3,320 万円
　水田資源の保全向上、水田景観の維持を支援
★農業後継者対策…45万円
　大学生の農業体験
★産地競争力強化総合対策…3,800 万円
　レタス封

ふうかん

緘機、高圧ナトリウムランプ等設置支援
◆経営体質強化施設整備事業…13億 4,900 万円
　淡路島酪農協牛乳工場の移転を支援
★アオリイカ資源増大協議会負担金…70万円
　新たな水産資源のブランドを構築

南あわじブランドの確立【商工業】
　南あわじ市の特産品、産業技術、風土、特徴を全国・
世界に発信するため、官民協働のプロ集団の育成と研
究・実践活動を進めます。また、異業種の連携により、
地場産業の企業経営を革新し、高収益化と雇用の拡大
をめざします。
★地場産業新商品開発支援事業補助金…150万円
　新ブランド創出のため淡路瓦の新商品開発を支援
★地場産業活性化支援事業補助金…200万円
　淡路瓦産地ブランドの育成支援
◆企業等誘致奨励金…3,700 万円
　企業の進出による就業機会の増加、地域産業の活性化

大好き！ふるさと南あわじ【郷土愛】
　地域の歴史を学び、祭や伝統芸能に親しみ、語り継
ぐことのできる市民を育てます。地域コミュニティや
世代間のふれあいを通じ、互いの人権を尊重し、感謝・
思いやりのある人を育てます。
◆淡路人形協会への助成…2,387 万円
　人形浄瑠璃の保存伝承と人材育成
◆郷土芸能保存団体助成…1,367 万円
　郷土芸能及び文化財の保存伝承
◆地域コミュニティの支援…3,189 万円
　自治会運営、集会所修繕助成等
◆青少年健全育成…507万円
　地域のおじさん・おばさん運動等

一人ひとりが明日を拓くリーダー【教育】
　子ども達や市民が、南あわじ市の未来を切り拓くた
めの、多様な能力を身につける機会を提供します。南

あわじをよくする地域活動に、生きがいや使命を見出
すＮＰＯや市民団体を育てます。
◆小中学校施設整備…４億 5,990 万円
　倭文小、阿万小、灘小、南淡中、沼島中
◆姉妹都市交流助成…173万円
　国際性豊かな人材の育成
★男女共同参画推進プランの策定…65万円
　女性リーダーの育成と女性の登用率向上を目指す

　
情熱と生きる喜びあふれるまち【生きがい】
　仲間との絆を深め、情緒やセンスを磨く、芸術文化
活動・スポーツ活動を盛んにします。また、子ども達
や市民の遊び・憩いの場を充実します。
◆スポーツの振興…2,541 万円
　体育協会、育成団体等への助成
★Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫改修等…2,262 万円
　海洋レクリエーションを推進、近畿大会の誘致
◆公民館活動…1,423 万円
　各種講座、公民館まつり、文化祭等

とにかく「いのち」が一番！【安全】
　住宅や公共施設の災害に対する安全性と、災害に対
する市民の意識を高め、自ら身を守る力を育てます。
また、防犯や安全への意識を高め、子どもや市民を危
険から守ります。
◆自主防災組織育成事業補助…900万円
　防災意識の高揚、災害対応の迅速化
◆ケーブルテレビの整備…20億 6,684 万円
　情報格差是正、災害告知・監視システム整備
★沼島ヘリポート建設…１億 3,000 万円
　医療対策を主に災害時の迅速対応

職（食）づくり
～夢あふれ、働く場を生み出すまちづくり～

人づくり
～知恵あふれ、郷土愛が満ちるまちづくり～

水
田
景
観
の
維
持
を
支
援

2007.4.1発行

戎
舞
の
出
前
公
演
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▼

安らぎづくり
～元気あふれ、住んで快適なまちづくり～

登
下
校
の
立
ち
番

（
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
）

▼

◆道路整備…４億 2,860 万円
　阿万 190号線、賀集 201号線、浦壁三条線等
◆都市排水路の整備…3,350 万円
　三原川整備計画に基づく低地、災害対策
★市営住宅の耐震化…480万円
　住宅の簡易耐震診断委託

延ばせ健康寿命！【健康】
　健康増進や予防などに関する意識を高め、信頼性の
高い医療・救急医療が受けられる仕組みを整えます。
また、高齢者の生きがい活動や就業の場、癒し・消費
の場を広げます。
★後期高齢者医療制度対策…1,601 万円
　運営主体となる広域連合の設置、体制整備
◆福祉医療費の助成拡充…８億 1,886 万円
　老人、重度障害者、母子家庭等医療費の助成

子どもを産みたい、育てたいまち【子育て】

　すべての人が安心してまちに出て、日常生活や地域
での交流が行える環境をつくり、子どもや要介護者を
もつ共働き夫婦などが、安心して生活できるよう、地
域全体で支えます。また、ゴミのない清潔感あふれる
安らぎの住環境をつくります。
◆児童手当措置事業…３億 8,118 万円
　３歳未満の第１、２子の児童手当を倍増
★在宅子育て応援…240万円
　３～５歳児の在宅保育の助成
◆すこやか子育て支援…１億 1,205 万円
　３歳児未満の医療費の無料化、小学３年までの入院
　費の無料化と通院の負担軽減
★放課後子ども教室の開設…381万円
　児童の居場所と安全確保に５箇所開設
★新婚世帯家賃助成…480万円
　月１万円を限度に３年間助成
★中央リサイクルセンターの整備…１億 2,921 万円
　リサイクルセンターの機能強化

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
運
動
会

▼

～夢・知恵・元気　　あふれる豊穣の郷づくり～★印は新規事業
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Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島

第
２
育い

く
び
ょ
う苗
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
阿
万
上
町
）

　

レ
タ
ス
生
産
の
競
争
力
強
化
を

目
指
し
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組

合
が
国
か
ら
の
補
助
と
県
及
び
市

の
事
務
支
援
を
受
け
、
建
設
を
進

め
て
い
た
、
第
二
育
苗
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
三
月
六
日
に

は
関
係
者
ら
八
十
人
が
出
席
し
て

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
度
に
完
成
し
た
第

一
育
苗
セ
ン
タ
ー
（
松
帆
）
の

供
給
能
力
を
上
回
る
生
産
希
望

が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
し
た
。
両
施
設
合
わ
せ
て

二
百
四
十
八
㌶
分
の
苗
の
生
産
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
施
設
は
、
作
業
棟

（
鉄
骨
平
屋
建
九
百
八
十
四
平
方

㍍
）、
育
苗
ハ
ウ
ス
（
鉄
骨
ガ
ラ

ス
張
二
千
四
百
三
十
平
方
㍍
）
な

ど
。
一
時
間
あ
た
り
四
百
ト
レ
ー

（
八
万
本
）
の
播
種
が
可
能
で
、

発
芽
庫
、
冷
蔵
庫
を
備
え
て
い
ま

す
。
育
苗
初
期
の
成
長
を
抑
制
す

る
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
、
夏
季
の
育

苗
時
に
は
床
か
ら
冷
気
を
強
制
送

風
す
る
設
備
も
備
え
て
い
ま
す
。

▲ランプや冷却装置を備えた育苗ハウス

　

約
五
百
年
の
伝
統
を
誇
る
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
が
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ア

ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産

の
活
性
化
の
優
良
事
例
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
過
疎
化
、
継

承
者
の
減
少
、
市
町
村
合
併
な
ど

伝
統
芸
能
の
継
承
が
困
難
と
な
っ

た
状
態
か
ら
、
青
少
年
を
巻
き
込

ん
だ
活
性
化
の
成
功
事
例
を
選

び
、
世
界
各
地
に
広
く
紹
介
し
よ

う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
（
理

事
長
中
田
勝
久
市
長
）
に
よ
る
淡

路
人
形
座
（
坂
東
千
秋
支
配
人
）

や
市
内
の
後
継
者
団
体
へ
の
活
動

の
支
援
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
同
協
会
が
応
募
し
、
沖
縄

県
竹
富
島
の
種
子
取
祭
な
ど
六
団

体
と
共
に
、
二
月
二
十
六
日
の
同

コ
ン
テ
ス
ト
国
際
審
査
会
で
優
良

事
例
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

中
田
理
事
長
は
「
世
界
に
認
め

て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。入
賞
は
、

一
所
懸
命
保
存
に
取
り
組
ん
で
き

た
人
へ
の
贈
り
物
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
入
賞

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
優
良
事
例

▲入賞を喜ぶ坂東支配人、松崎侯磨副支配人、中田理
　事長、篠田嘉郎副理事長（左から）

　
　
南
あ
わ
じ
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
救
護
活

動
の
充
実
と
会
員
の
防
災
意
識
を

高
め
よ
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
赤
十

字
奉
仕
団
（
奥
井
光
子
委
員
長
）

で
は
二
月
十
七
日
、
西
淡
公
民
館

で
実
践
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
団
員
五
十
一
人
が

参
加
。
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

西
淡
出
張
所
の
救
急
救
命
士
か

ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
用
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
た
団
員
ら
は

「
と
っ
さ
の
時
に
で
も
行
動
で
き

る
よ
う
、
何
度
も
講
習
を
受
け
て

不
安
を
無
く
し
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
救
護
訓
練▲人形を使いＡＥＤの使用方法を学ぶ団員ら

南
あ
わ
じ
市
消
防
団　
女
性
団
員

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
（
真
野

和
典
団
長
）
の
女
性
団
員
が
二
月

二
十
五
日
、
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
で
火
災
予
防
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
で
は
、
昨
年
末
か
ら

女
性
団
員
の
募
集
を
開
始
、
現
在

十
四
人
が
入
団
し
て
い
ま
す
。

女
性
団
員
組
織
の
愛
称
は
「
チ

ー
ム　

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」。
空
に
輝

く
南
十
字
星
の
よ
う
に
、
永
く
美

し
く
輝
き
続
け
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
警
備
を
担
当
す
る
消
防
団
員
ら

と
と
も
に
、
女
性
団
員
八
人
が
福

良
小
学
校
に
集
合
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
の
チ
ラ
シ
や
防
火
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
選
手
や
観
覧
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
広
報
活
動
と
し
て
、

防
火
パ
レ
ー
ド
や
火
災
予
防
運

動
等
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
の
消
火
器
の
使
用
方

法
や
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
な
ど

の
指
導
、
高
齢
者
世
帯
で
の
火
気

等
の
取
り
扱
い
や
緊
急
時
の
行
動

な
ど
、
予
防
啓
発
を
行
う
予
定
で

す
。消

防
団
で
は
引
き
続
き
女
性

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

「
チ
ー
ム 

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」
活
動
開
始

▲チラシの配布とともに、一人ひとりに説明しました

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
内

広
域
防
災
拠
点
が
完
成　

東
南
海
・
南
海
地
震
や
台
風
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
非
常

食
や
物
資
の
備
蓄
倉
庫
と
し
て
、

兵
庫
県
が
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
内

で
整
備
を
進
め
て
い
た
「
淡
路
広

域
防
災
拠
点
」が
完
成
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
に
は
関
係
者
ら
約

七
十
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
拠
点
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
八
百
十
平
方
メ
ー

ト
ル
。
食
糧
三
千
食
、
毛
布
約

二
千
枚
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
二
百

枚
、仮
設
ト
イ
レ
三
十
基
を
保
管
。

救
助
用
ボ
ー
ト
や
投
光
器
な
ど
も

備
え
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

三
億
二
千
万
円
。
大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
、
救
援
物
資
の
集
積
・

配
送
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
臨
時
離

着
陸
場
拠
点
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
広
場
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

中
田
市
長
は
、「
期
待
し
て
い

た
以
上
の
施
設
と
設
備
。
自
然
災

害
時
に
は
私
た
ち
の
大
き
な
支
え

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

▲大災害時に備え整備された、淡路広域防災拠点

　

過
日
、
新
聞
な
ど
で
報
道
の
あ

り
ま
し
た
、
平
成
十
六
年
十
月

二
十
日
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
り

発
生
し
ま
し
た
農
業
災
害
の
復
旧

工
事
に
お
き
ま
し
て
、
一
部
不
適

切
な
事
務
処
理
に
基
づ
き
、
受
領

し
て
い
た
補
助
金
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
、
復
旧
、

復
興
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
緯
は
、
平
成
十
七
年
度
に
繰

越
し
た
農
業
災
害
五
百
八
十
九
か

所
の
う
ち
、
六
か
所
が
平
成
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
完
成
が

出
来
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
原
因
に
つ
き
ま
し
て
、
島

内
で
も
特
に
農
業
が
盛
ん
な
た

め
、
工
事
に
か
か
る
休
耕
調
整
が

困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
水
不
足
を

背
景
と
し
た
複
雑
な
水
利
慣
行
等

が
支
障
に
な
っ
て
仮
設
道
路
の
確

保
調
整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
で
、
一
部
に
不
適
切

な
も
の
が
あ
っ
た
事
を
改
め
て
陳

謝
い
た
し
ま
す
。
金
額
に
つ
い
て

は
、
事
務
雑
費
二
十
九
万
六
千
五 

百
九
円
の
補
助
金
返
還
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
事
案
が
再
び

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
再
発

防
止
に
万
全
を
期
す
る
所
存
で

す
。

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田
勝
久

農
災
復
旧
工
事
の
経
過
報
告
と
陳
謝

安
全
運
転
を
街
頭
啓
発

　

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
あ
わ
じ
市

交
通
対
策
協
議
会
で
は
、「
交
通

死
亡
事
故
多
発
緊
急
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」を
二
月
十
九
日
に
発
足
さ
せ
、

中
山
峠
で
街
頭
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
年
に
入
っ
て
既
に

四
人
が
交
通
事
故
死
。
昨
年
同
期

の
二
倍
で
、
一
年
間
の
六
人
に
迫

る
勢
い
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
で
も
三
月

十
三
日
、「
南
あ
わ
じ
交
通
特
別

取
締
部
隊
」
を
発
隊
さ
せ
ま
し
た
。

白
バ
イ
十
台
と
パ
ト
カ
ー
二
台
が

速
度
超
過
や
飲
酒
運
転
の
撲
滅
な

ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
り
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
多
発

▲キャラバン隊による啓発活動

▲マラソン大会で火災予防を啓発する女性団員
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南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会
（
金
崎

詳
継
会
長
）、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
ひ
ょ
う
ご
南
あ
わ
じ
市
推
進
委

員
会
（
栗
原
英
俊
委
員
長
）
及
び

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
目
的
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア
南
あ
わ
じ
」
を
三
月
十
一
日
、

市
内
六
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　

体
育
協
会
に
よ
る
沼
島
自
然
散

策
や
太
極
拳
教
室
、
ト
ラ
ン
ポ
ビ

ク
ス
教
室
、
丸
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
に
よ
る

ペ
タ
ン
ク
大
会
に
は
合
計
約
六
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
淡
公
民
館
で
は
、「
南
あ
わ

じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
あ

り
、
次
の
方
々
に
各
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
特
別
栄
誉
賞　

特
に
優
秀
な
業
績

又
は
成
績
を
収
め
た
者
▽
加
地
亮　

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ

ツ
大
会
日
本
代
表
と
し
て
出
場
、
南

あ
わ
じ
市
を
全
国
に
広
め
た

◆
功
労
賞　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
振
興
に
著
し
く
功
績
を
収
め
た

者
▽
前
川
和
也　

少
林
寺
拳
法
の
普

及
、
振
興

◆
優
秀
指
導
者
賞　

ス
ポ
ー
ツ
競
技

の
指
導
に
精
励
し
、
顕
著
な
業
績
を

収
め
た
者
▽
山
口
勝
宏　

国
体
軟
式

野
球
一
般
Ａ
の
監
督
と
し
て
チ
ー

ム
を
優
勝
に
導
く
▽
北
野
上
能
丈　

国
体
ボ
ー
ト
成
年
女
子
の
監
督
と
し

て
出
場
▽
稲
山
桂
子　

マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
チ
ー
ム
南
淡
の
監
督
と
し
て

チ
ー
ム
を
全
国
優
勝
に
導
く

◆
優
秀
選
手
賞　

ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

及
び
団
体
▽
納
富
俊
行　

国
体
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
成
年
男
子
53
㎏

級
優
勝
▽
仲
尾
和
也　

国
体
同
少

年
男
子
１
０
５
㎏
級
準
優
勝
▽
服
部

愛
美　

国
体
陸
上
競
技
少
年
女
子
A

１
０
０
ｍ
５
位
・
同
成
年
少
年
女
子

共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝
▽

岡
本
大
輝　

国
体
サ
ッ
カ
ー
少
年
男

子
３
位
▽
三
原
克
幸　

国
体
軟
式
野

球
一
般
A
優
勝
▽
蔭
山
将
和　

同
▽

小
山
雅
人　

同
▽
森
本
明
男　

同
▽

山
本
憲
一
郎　

同
▽
赤
木
和
彦　

同

成
年
優
勝
▽
山
口
団
之　

国
体
ラ
グ

ビ
ー
成
年
男
子
優
勝
▽
武
田
裕
香　

国
体
ボ
ー
ト
少
年
女
子
舵
手
つ
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
５
位
▽
齋
藤
愛
佳

　

同
▽
阿
部
領
太　

国
体
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
男
子
準
優
勝
▽
山
口
し

お
り　

同
少
年
女
子
第
４
位
▽
奥
田

実
鈴　

国
体
水
泳
成
年
女
子
平
泳
ぎ

１
０
０
ｍ
出
場
・
４
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
４
位
▽
古
池
百
々
代　

国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
９
人

制
準
優
勝
▽
温
泉
こ
こ
ろ　

国
体

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
９
人
制
７

位
▽
江
本
典
隆　

国
体
相
撲
成
年

男
子
Ｂ
出
場
▽
池
尻
実　

中
学
総
体

相
撲
競
技
ベ
ス
ト
16
▽
酒
林
弘
樹　

近
畿
中
学
総
体
陸
上
競
技
２
年
男
子

１
０
０
ｍ
２
位
▽
立
木
光　

全
国
高

校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
男
子
走

高
跳
決
勝
進
出
・
男
子
三
段
跳
決
勝

８
位
▽
廻
角
隆
平　

高
校
総
体
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
南
あ
わ
じ

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
七
百
人
が
参
加

▲湊幼稚園児による「フリフリグッパー体操」
　（スポーツ賞表彰式のアトラクション）

競
技
団
体
の
部
出
場
▽
片
山
雄
一
朗

　

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
大
会
66

㎏
級
出
場
▽
浦
瀬
泰
司　

全
国
警
察

柔
道
大
会
団
体
戦
３
位
▽
木
本
絢
文

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ

ト
の
部
出
場
▽
中
田
久
美
子　

ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ぴ
あ

カ
ッ
プ
準
優
勝
▽
南
淡
：
赤
木
冨
美

子
、
豊
田
た
か
子
、
神
田
顕
子
、
森

千
尋
、
近
藤
紀
子
、
阿
部
ま
ゆ
み
、

清
水
裕
美
、
桑
嶋
久
視
子
、
森
廣
子
、

出
田
洋
子
、
坂
本
里
美
、
酒
部
真
由

美　

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
優
勝
▽
原
口
望
・
杉
本
弥
奈
ペ

ア　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
準
優
勝
▽
中

野
沙
也
香
・
原
田
明
美
ペ
ア　

同
５

位
▽
宮
本
温
子
・
古
川
育
美
ペ
ア　

同
５
位
▽
喜
田
梓
・
南
尚
吾
ペ
ア　

全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男

子
大
会
準
優
勝
▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
え
び
す
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ａ
：
島
田
孝
、
社
家
薫
、
榎
本
行
市

　

日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
ト
リ

プ
ル
ス
準
優
勝
▽
潮
美
台
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
：
村
上

洋
一
、
村
上
順
子
、
高
川
欣
士
、
小

林
久
美
子
、
干
潟
剛　

西
日
本
協
会

対
抗
ペ
タ
ン
ク
大
会
優
勝
▽
三
原
中

学
校
：
南
聖
也
、
高
田
司
、
中
川
聖

士
、
齋
藤
佑
弥
、
高
田
巧　

近
畿
中

学
総
体
相
撲
競
技
団
体
戦
８
位

◆
奨
励
賞　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
振
興
に
功
績
を
収
め
た
者
。
ス

ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
者
及
び
団
体
▽
不
動
敏　

卓
球
競
技
の
普
及
、
振
興
に
貢
献
▽

山
本
嘉
久　

同
▽
岡
本
利
男　

国
生

み
兵
庫
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
▽
山
口
幸
雄　

兵
庫
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ア
ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会

優
勝
▽
山
本
哲
也　

わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
出
場
▽
田
原
衿
奈　

全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
大
会
２
０
０
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
・
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
出
場
▽

山
口
英
輝　

同
50
ｍ
自
由
形
・
50
ｍ

背
泳
ぎ
出
場
▽
近
野
紗
希　

同
夏
季

大
会
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
出
場

▽
近
野
愛
実　

同
▽
窪
田
真
也　

同

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
出
場
▽
南

あ
わ
じ
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
南

淡
支
部　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会
優
勝

▲功労賞を受ける前川和也さん（左）

経営感覚にあふれた市民満足度の
高い行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）市民の視点に立った行政サービスの向上
総合窓口センター時間延長（木曜・

午後７時）
試行

見直し

改善
⇒ ⇒ ⇒

各種行政サービスの電子化（申請・

届出手続）
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

窓口サービスアンケート・意見箱に

よる満足度の把握
実施 ⇒ ⇒ ⇒

２）事務事業の改善・改革
行政評価システムによる評価と公表 実施 ⇒ ⇒ ⇒
行政評価に基づく事務事業の整理・

統合・廃止
検討 実施 ⇒ ⇒

３）民間活力等の導入
施設の民営化の推進 検討 ⇒ ⇒ ⇒
指定管理者制度を新たに導入する施

設
検討

検討

実施
⇒ ⇒ ⇒

一般廃棄物収集運搬業務の全部委託 検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

地方分権時代にふさわしい自立で
きる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）財政の健全化
新規事業及び投資的経費の「事前評

価」の実施

一部

実施
実施 ⇒ ⇒

実質公債費比率の適正管理

（地方債の発行額の抑制）

21年度目標率20.4%
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（税等の収納対策強化） 

財産調査並びに差押の実施、口座振

替制度の推奨

実施 ⇒ ⇒ ⇒

（税等の収納対策強化） 

インターネット公売の実施
検討 実施

固定資産税にかかる路線価方式導入 実施
使用料・手数料等の実態調査と見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒

下水道の加入促進
21年度目標下水道接続率

36.1%
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ホームページのバナー広告掲載、看

板広告の設置
検討 試行

見直し

改善
⇒

負担金・補助金・交付金の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒
施設維持管理費の更なる節減（電気、

清掃等）
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

物品（消耗品）購入の一元化 検討 実施 ⇒ ⇒

公用車管理の一元化（集中管理）
平成21年度までの公用車

削減目標台数　23台
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

２）定員管理と給与、手当等の適正化

定員適正化計画に基づく定員管理
平成21年度までの職員削

減目標人員数　41名
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

嘱託、臨時職員等の人数、賃金、報

酬等の見直し
検討 ⇒ ⇒ ⇒

人事行政の運営等の状況の公表 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

地方分権時代にふさわしい自立で
きる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

３）組織・機構の見直し

指揮命令系統の明確な組織編成
検討

実施
検討 ⇒ ⇒ ⇒

４）人材育成と職員の意識改革
人事評価システムの導入 検討 試行 実施 ⇒
人材育成基本方針に基づく研修の実

施
検討 実施 ⇒ ⇒

職員提案制度（仮称）の整備と効果

的な運用
検討 実施

５）公共施設・公有財産の管理運営の見直し・統廃合と有効活用
庁舎等公共施設のあり方の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒
神戸寮の廃止 検討 ⇒ ⇒ 実施
リサイクルセンターの統廃合 検討 ⇒ ⇒ ⇒ 実施

６）公営企業及び第三セクターの経営監視
第三セクターの経営状況の公表 公表 ⇒ ⇒
第三セクターのあり方の総合的な見

直し
検討 ⇒ ⇒ ⇒

７）公共工事の適正化とコスト縮減
普通建設事業の抑制 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
入札方法・入札システムの改善・導

入
検討 ⇒ 実施 ⇒

工事成績の評定基準の策定及び評定 検討 ⇒ 実施

市民との信頼関係に基づく協働に
よる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）幅広い市民の行政への参画
100人委員会や市民・行政懇談会な

どによる市民参画の推進
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

各種委員等の男女共同参画の推進 実施 ⇒ ⇒ ⇒
２）受益と負担の公平性・行政の公正さの確保
外部監査制度の導入 検討

３）説明責任と透明性の確保
積極的な情報発信 実施 ⇒ ⇒ ⇒
行財政改革の内容の公開 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

４）市民力の強化と防災など危機管理体制の整備
自主防災組織の充実 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
（危機管理体制の整備強化） 

防災訓練の実施、備蓄食糧・資機材

の整備

実施 ⇒ ⇒ ⇒

消防団組織の再編 検討 ⇒ 実施 ⇒



お知らせ

12

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

乳
幼
児
医
療
が
拡
充　
４
月
か
ら

　

県
の
少
子
対
策
と
し
て
、
乳
幼
児
等
医
療
の
給
付
が
小
学
校
３
年

生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
県
の
助
成
に
上
乗

せ
し
、
さ
ら
に
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

た
だ
し
、
現
行
ど
お
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。（
表
２
）

市
の
少
子
対
策

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
少
子
対
策

の
一
環
と
し
て
、
独
自
に
助
成

を
上
乗
せ
し
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

表
１
の
※
印
部
分
で
、
通
常

県
内
で
は
、
通
院
７
百
円
、
入

院
２
千
８
百
円
の
負
担
。
低
所

得
世
帯
は
通
院
５
百
円
、
入
院

２
千
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

（表１）乳幼児等医療費の一部負担金
対象者

一部負担金
通　　院 入　　院

0～２歳 負担なし（※） 負担なし（※）

３歳～就学前
１医療機関等あたり 1日 500
円（低所得者は 300円）を限
度に月2日まで（※）

負担なし（※）

小学1～ 3年生
（拡充分）

１医療機関等あたり 1日 700
円（低所得者は 500円）を限
度に月2日まで

負担なし（※）

（表２）所得限度額
扶養親族
等の数　

幼児等保護者・扶養義務者
所得限度額

0 5,320,000円
1 5,700,000円
2 6,080,000円
3 6,460,000円
4 6,840,000円
5 7,220,000円

（０歳児は所得制限なし）

母
子
家
庭
等
医
療
・
重
度
障

害
者
医
療
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ

　

小
学
１
〜
３
年
生
の
方
が
入
院

し
た
場
合
、
医
療
機
関
等
に
入
院

一
部
負
担
金
を
支
払
い
、
後
日
市

役
所
へ
申
請
し
て
医
療
費
の
払
い

戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
持
参
品　

領
収
書
、
印
鑑
、
医

療
費
受
給
者
証
、
健
康
保
険

証
、
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
が
拡
充　
４
月
か
ら

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
す
こ
や
か
な
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
安
心
し
て

出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
「
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、「
後
期
健
診
」
の
助
成
に
加
え
、「
前
期

健
診
」の
助
成
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
所
得
制
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者　

南
あ
わ
じ
市
に
住
所

を
有
す
る
妊
婦
の
方

▽
妊
娠
前
期
健
診　

４
月
１
日
以

降
に
妊
娠
21
週
以
前
の
健
康

診
査
を
受
診
す
る
妊
婦

▽
妊
娠
後
期
健
診　

７
月
１
日
以

降
に
妊
娠
22
週
以
降
の
健
康

診
査
を
受
診
す
る
妊
婦

◆
助
成
内
容　

妊
娠
前
期
・
後
期

そ
れ
ぞ
れ
１
回
分
の
健
診
に

か
か
る
費
用
で
１
万
５
千
円

を
限
度
と
し
ま
す

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付
申

請
書
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、

印
鑑
、
医
療
機
関
の
領
収
証
、

振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

◆
申
請
先　

各
保
健
セ
ン
タ

ー
、
ま
た
は
健
康
課
（
☎
44
・

３
０
０
４
）

平成 19年度固定資産税における

土地・家屋価格縦覧簿が
　　　　　ご覧になれます
◆期間　４月２日（月）～５月31日（木）
　　　　平日8:30～ 17:15
◆場所　税務課（三原庁舎）
◆対象者　土地・家屋の納税義務者
問税務課☎43-5022

丸山浄化センター

島地区

端所地区

志知川地区
松ヶ谷地区

小磯地区

供用開始区域

丸
山
処
理
区
で
下
水
道
の
使
用
が
可
能
に

　
　
　
　
　
津
井
・
志
知
・
八
木
・
市
・
神
代
・
賀
集
も
拡
大

　

平
成
18
年
度
か
ら
工
事
を
始
め
て
い
た
丸
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、
３
月
31
日
か
ら
、
島
、
端
所
、
志
知
川
の
一
部
（
左
図
）
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

排
水
設
備
の
工
事
を

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
区
で

建
物
を
所
有
す
る
方
は
、
庭
先
な

ど
に
設
置
し
た
「
公
共
ま
す
」
に

家
庭
の
風
呂
や
台
所
、
ト
イ
レ
な

ど
の
排
水
管
を
接
続
し
、
生
活
排

水
が
下
水
道
管
に
流
れ
込
む
よ
う

に
排
水
設
備
の
工
事
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
込
は
「
指
定
工
事
店
」
へ

　

こ
れ
ら
家
庭
内
の
改
造
工
事
や

水
回
り
の
工
事
は
、
南
あ
わ
じ
市

が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
工
事
指

定
工
事
店
」
が
行
い
ま
す
。
ま
ず

指
定
工
事
店
を
選
び
、
工
事
を
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
は
、
工
事
の
設
計

見
積
も
り
の
他
、
市
へ
の
申
請
・

届
出
な
ど
の
事
務
手
続
き
も
依
頼

主
に
代
わ
り
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

使
用
区
域
の
拡
大

　

３
月
31
日
か
ら
次
の
区
域
で
下

水
道
が
使
用
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
排
水
設
備
の
工
事
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
津
井
処
理
区　

雁
来
の
一
部

▽
西
淡
志
知
処
理
区　

志
知
奥

▽
八
木
処
理
区　

鳥
井
、
国
分
、

新
庄
の
各
一
部

▽
市
・
榎
列
処
理
区　

青
木
、
円

行
寺
、
寺
内
の
各
一
部

▽
神
代
処
理
区　

城
家
、
国
上
の

各
一
部

▽
賀
集
処
理
区　

野
田
の
一
部

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

丸山処理区の供用開始区域

淡路だんじり祭
◆日時　４月 29日（日）9:00 ～　※雨天中止

◆場所　三原健康広場

◆内容　市内各地から

　20台の檀尻が集合。

　勇壮な練りや檀尻唄

　を披露、獅子舞を演

　じます。鳴門市・東

　かがわ市の物産展、

　バザー、フリーマー

　ケットなど開催

◆駐車場　淡路三原高校グラウンド、八木寺内の市有地

◆フリーマーケットの募集
▽区画数　30区画（2ｍ× 2ｍ） 　▽料金　１区画 500円

▽販売物　家庭で不用になった品物等（動植物・飲食物・

　薬等は販売できません）

▽申込み　４月 13日（金）まで。先着順

▽申込先　生涯学習文化振興課☎ 37-3020

診療所、開所日時が変更
　４月から阿那賀・伊加利診療所の
診療日時を下記のとおり変更します。
●阿那賀診療所（☎ 39-0668）

曜日
診療時間

午　前 午　後
月

9:00～ 12:00

2:00 ～ 5:00
火 4:00 ～ 5:00
水 2:00 ～ 5:00
木 2:00 ～ 5:00
金 4:00 ～ 5:00
土 休　診
日 休　診

●伊加利診療所（☎ 39-0886）
曜日

診療時間
午　前 午　後

月

休　診

休　診
火 2:00～ 3:30
水 休　　診
木 休　　診
金 2:00～ 3:30
土 休　診
日 休　診
※但し、祝祭日は両診療所休診

ご招待券
本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

☎ 43-2626

ご招待券
本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

☎ 43-2626

ご招待券
本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

☎ 43-2626

ご招待券
本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

☎ 43-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市南あわじ市南あわじ市南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-262643-262643-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市南あわじ市南あわじ市南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-262643-262643-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市南あわじ市南あわじ市南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-262643-262643-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日有効期限：平成20年３月 31日

南あわじ市南あわじ市南あわじ市南あわじ市
淡路ファームパーク　イングランドの丘

有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-262643-262643-2626

本券１枚で、お一人様１回限り有効
有効期限：平成20年３月 31日

淡路ファームパーク　イングランドの丘
43-2626

▲投げだんじり

ホームページ掲載分はご利用できません



広報 

14

お知らせ

15 2007.4.1発行

企
業
団
地
・
住
宅
団
地

　
　
　
　
　
購
入
情
報
提
供
者
に
成
功
報
酬

　

企
業
団
地
と
住
宅
団
地
の
購
入

を
希
望
す
る
企
業
や
個
人
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
た
方
（
情
報
提

供
者
）
へ
、
売
買
契
約
が
締
結
し

た
場
合
に
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

▽
対
象　

南
あ
わ
じ
市
企
業
団

地
、
松
帆
西
路
団
地
、
み
ど
り

が
丘
団
地

▽
情
報
提
供
期
間　

４
月
１
日
か

ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

▽
情
報
提
供
者　

宅
地
建
物
取
引

業
法
に
定
め
ら
れ
た
宅
地
建

物
取
引
業
者
に
限
る

▽
報
酬
額　

売
買
金
額
が

１
億
２
千
万
円
以
下
の
場
合

３
％
、
１
億
２
千
万
円
を
超
え

る
場
合
２
％

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

身
体
障
害
者
等
の
方
に

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

身
体
障
害
者
等
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、普
通
自
動
車
・

軽
自
動
車
等
の
内
い
ず
れ
か
一
台

の
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

　

普
通
自
動
車
税
の
減
免
申
請

は
洲
本
県
税
事
務
所
（
☎
26
・

２
０
２
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
申

請
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
19
年
度
か
ら
新
規
に
減
免
申
請

さ
れ
る
方

　

障
害
等
の
等
級
と
車
両
の
使
用

状
況
等
に
よ
り
減
免
を
判
定
し
ま

す
。

▽
申
請
時
の
持
参
品　

①
印
鑑

（
認
印
可
）
②
運
転
者
の
運
転

免
許
証
③
車
検
証
④
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
提
出
期
限　

５
月
24
日
（
木
）

◆
継
続
申
請
を
さ
れ
る
方

　

ご
自
宅
に
郵
送
し
た
申
請
書

（
継
続
用
）
の
往
復
葉
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
16
日

（
月
）
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
減
免
を
受
け
る
車
両

ま
た
は
運
転
者
の
変
更
等
に
よ
り

申
請
内
容
が
平
成
18
年
度
と
異
な

る
場
合
は
、
新
規
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

成
人
式
を
み
ん
な
で
作
ろ
う

        　
〜
企
画
・
運
営
メ
ン
バ
ー
募
集
〜

　

来
年
の
新
成
人
を
対
象
に
、
成

人
式
典
や
成
人
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
年
間
７
回
程
度

の
企
画
会
議
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
成
人
式
を
考
え
、
仲
間

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

◆
設
立
準
備
会
の
ご
案
内

▽
日
時　

４
月
21
日
（
土
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

市
役
所
西
淡
庁
舎
２
階

第
１
会
議
室　

▽
内
容　

実
行
委
員
会
の
設
立
、

成
人
式
典
に
向
け
て
の
１
年

間
の
行
事
計
画

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

海
外
学
生
等
派
遣
団　
団
員
募
集

      　
　
　
　
　

〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修
コ
ー
ス
〜

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
感

受
性
豊
か
な
中
高
生
を
対
象
に
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
ケ
ア

ン
ズ
市

▽
日
程　

８
月
10
日
（
金
）
〜
22

日
（
水
）
の
13
日
間

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
中
学
３
年
〜
高
校
３
年
生
。

た
だ
し
、
一
世
帯
一
人
。
同
事

業
参
加
経
験
者
を
除
く

▽
募
集
人
数　

10
人

▽
補
助
額　

派
遣
費
用
（
約
38
万

円
）
の
半
額
を
助
成

▽
申
込
期
間　

４
月
６
日
（
金
）

〜
４
月
20
日
（
金
）

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

備
付
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
作
文
を
添
え
、
窓
口

へ
提
出

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

▲前回の実行委員の皆さん
　【成人式ブログ】
　http://happy.ap.teacup.com/seijin/

高
額
療
養
費
が
医
療
機
関
で
適
用　
４
月
か
ら

　

国
民
健
康
保
険
の
70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
は
、
こ
れ
ま
で
医

療
機
関
等
で
医
療
費
の
３
割
（
３
歳
未
満
は
２
割
）
を
負
担
い
た
だ
い

た
後
、
申
請
に
よ
り
給
付
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
高
額
療
養
費
の
額
が
算
定
さ
れ
、

高
額
療
養
費
が
適
用
さ
れ
た
後
の
金
額
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
医
療
機
関
等
で
高
額
療
養
費
の

適
用
を
受
け
る
条
件

①
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

②
事
前
申
請
に
よ
り
市
か
ら
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

て
い
る

③
原
則
、
入
院
が
対
象
。
外
来
は

特
別
な
疾
病
等
に
限
定
さ
れ

ま
す

◆
医
療
機
関
等
で
の
手
続
き

　
　

保
険
証
と
併
せ
て
、「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
提
示
。

◆
従
来
の
方
法
も
継
続

　
　

医
療
機
関
等
で
適
用
を
受

け
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
後

日
、
申
請
に
よ
り
適
用
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
条
件
を
満
た
す
方

に
は
、
市
か
ら
通
知
し
ま
す
の

で
、
市
役
所
窓
口
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
振
込
み

に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

小
中
学
校
入
学
に
祝
金

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
等
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
祝
っ
て
、
入
学
祝
金
を
贈
り
ま
す
。

▽
支
給
対
象　

小
学
校
、中
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学

校
の
小
・
中
等
部
の
第
１
学
年

に
新
入
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
方
で
、
平
成
19
年
４

月
１
日
現
在
、
南
あ
わ
じ
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方

▽
金
額　

児
童
生
徒
一
人
に
つ
き

１
万
円
。
保
護
者
の
方
に
１
万

円
分
の
地
域
振
興
券
を
交
付

し
ま
す

▽
申
請
方
法　

該
当
者
に
は
４
月

上
旬
に
郵
送
で
「
南
あ
わ
じ
市

入
学
祝
金
受
給
申
請
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、
５
月

１
日
（
火
）
〜
８
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
、
指
定
の
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
等
に
提
出
く
だ
さ
い

※
書
類
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
次
の

連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　

山
林
周
辺
で
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

猟
友
会
に
よ
り
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ

る
鹿
・
猪
・
猿
の
捕
獲
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
山
林
周
辺
へ
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
地
区　

▽
西
淡
地
域　

湊
、
津
井
、
伊
加

利
、
志
知

▽
緑
地
域　

中
筋
、
徳
原
、
中
山

▽
三
原
地
域　

八
木
、
神
代

▽
南
淡
地
域　

賀
集
、
北
阿
万
、

阿
万
、
灘

◆
捕
獲
期
間　

４
月
１
日
（
日
）

〜
４
月
27
日
（
金
）

※
18
年
の
捕
獲
数
は
、
鹿
２
９
５

頭
、
猪
41
頭
、
猿
１
頭
で
し
た

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

兵 庫 県 議 会 議 員 選 挙
◆投票日　４月８日（日）　　◆投票時間　午前７時～午後８時

仕事や旅行、レジャーなどで当日投票できない人は…
期 日 前 投 票 が で き ま す

◆期日前投票期間　３月 31日（土）～４月７日（土）午前８時 30分～午後８時まで
◆期日前投票場所　緑庁舎、西淡庁舎、三原公民館、南淡図書館、沼島総合センター
　　　　　　　　　※沼島総合センターは、４月４日（水）～６日（金）午前８時 30分～午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問南あわじ市選挙管理委員会☎ 43-5004

　

４
月
１
日
か
ら
、
国
衙
で
の
淡

路
交
通
縦
貫
線
と
の
乗
り
継
ぎ
の

改
善
の
た
め
、
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス

す
い
せ
ん
号
の
時
刻
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
下
り
第
２
便
、

６
時
55
分
国
衙
発
を
50
分
発
に
、

上
り
第
２
便
、
７
時
36
分
黒
岩
発

を
31
分
発
に
そ
れ
ぞ
れ
５
分
繰
り

上
げ
ま
す
。時
刻
表
は
総
合
窓
口
・

連
絡
所
等
に
備
付
の
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。同
バ
ス
の
時
刻
変
更
に
伴
い
、

沼
島
航
路
の
灘
線
第
２
便
、
７
時

30
分
沼
島
発
を
７
時
25
分
発
に
変

更
し
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
す
い
せ
ん

号
と
、
沼
島
航
路
灘
線

朝
の
運
行
時
刻
を
変
更

国民健康保険税 １期
　納期は、５月１日（火）まで

　口座振替が安心・便利です

　　　問税務課☎43-5022

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

山
林
に
注
意



　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
「
新
日

本
紀
行
ふ
た
た
び
」
で
南
あ
わ
じ
市
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
４
月
に
放
送
さ
れ
た
新
日

本
紀
行「
淡
路
人
形
の
春
〜
淡
路
島
〜
」

の
再
放
送
で
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
神
代
神
社
の
春
ま
つ
り
、
三
月
か

ら
の
公
演
準
備
に
追
わ
れ
る
淡
路
人
形

座
の
人
々
の
姿
な
ど
、
早
春
の
淡
路
島

の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
鳴
門

海
峡
の
う
ず
潮
、
人
形
浄
瑠
の
練
習
に

励
む
福
井
子
供
会
、
だ
ん
じ
り
唄
を
奉

納
す
る
小
路
祭
礼
団
な
ど
、
ど
の
場
面

も
淡
路
の
春
を
代
表
す
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

　

淡
路
島
全
体
で
支
え
る
人
形
浄
瑠
璃

や
だ
ん
じ
り
唄
。
み
な
さ
ん
も
淡
路
の

春
を
感
じ
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

                            

（
Ｓ
・
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

◆
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン

　

全
国
大
会

　
　
（
2
月
25
日
、
福
良
小
学
校
発
着
）

【
1
部
】
ハ
ー
フ
男
子
陸
連
登
録
者
①
水

澤
大
輔
②
藤
原
康
至
（
板
野
郡
陸
協
）

③
中
山
大
介
（
伊
丹
自
衛
隊
）

【
2
部
】
ハ
ー
フ
男
子
陸
連
未
登
録
者
▽

10
歳
代
①
青
木
優
祐
（
綾
羽
高
）
②
小

笠
陽
生
（
コ
ウ
ベ
ガ
ク
イ
ン
）
▽
同
20

歳
代
①
井
藤
真
輔
（
サ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス
）

②
荒
木
一
豊
③
井
上
英
明
（
飛
脚
会
）

▽
30
歳
代
①
高
味
洋
和
（
阪
神
百
貨
店

Ｒ
Ｃ
）
②
山
崎
清
孝
（
舞
鶴
走
ろ
う
会
）

③
一
森
大
介
（
亀
さ
ん
Ｒ
Ｃ
）
▽
同
40

歳
代
①
東
卓
志
（
あ
ず
ま
組
一
家
）
②

橋
本
康
（
元
高
砂
の
風
Ｒ
Ｃ
）
③
上
島

学
▽
同
50
歳
代
①
吉
見
律
男
（
ま
け
る

も
ん
会
）
②
森
西
敏
晴
（
吉
野
川
Ｒ
Ｃ
）

④
高
崎
照
夫
▽
同
60
歳
以
上
①
五
味
憲

夫
②
島
田
元
正
③
広
長
一
夫
（
徳
島
健

走
会
）

【
3
部
】
10
キ
ロ
男
子
陸
連
登
録
者
①
山

田
昌
稔（
大
阪
経
済
大
）②
大
杉
哲
也（
伊

丹
自
衛
隊
）
③
若
尾
誠
（
ヒ
ビ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
）

【
4
部
】
10
キ
ロ
男
子
陸
連
未
登
録
者
▽

10
歳
代
①
磯
口
良
輔
（
青
雲
中
陸
上
部
）

②
上
原
孝
太
（
文
理
中
）
③
高
橋
勇
貴

（
津
名
高
）
▽
同
20
歳
代
①
川
原
章
義
（
走

る
鍼
灸
師
！
！
）
②
赤
瀬
聡
（
伊
丹
自

衛
隊
）
③
赤
瀬
譲
（
同
）
▽
同
30
歳
代

①
廣
瀬
雄
二
②
Ｔ
Ｉ
Ｍ　

Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｂ

Ｒ
Ｏ
③
藤
友
公
嗣
▽
同
40
歳
代
①
寺
谷

文
弘（
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
）②
工
藤
博
之（
源

内
走
友
会
）
③
寺
尾
行
雄
▽
同
50
歳
代

①
中
山
光
正
（
洲
本
土
木
）
②
板
坂
忠

雄（
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
）③
宍
道
幸
雄（
ア

キ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
）
▽
60
歳
以
上
①
黒
岩

秋
夫
（
広
畑
走
友
会
）
②
木
村
昭
一
（
し

あ
わ
せ
村
Ｒ
Ｃ
）
③
森
内
洋
一

【
5
部
】
５
キ
ロ
男
子
▽
10
歳
代
①
佐
藤

祐
（
綾
部
）
②
福
永
真
也
（
洲
本
高
）

③
中
田
真
人
（
同
）
▽
同
20
歳
代
①
田

中
智
也（
大
阪
経
済
大
）②
佐
藤
宗
和（
大

阪
教
育
大
）
③
奥
村
大
樹
（
寒
川
門
入

Ｒ
Ｃ
Ｊ
）
▽
同
30
歳
代
①
寒
風
公
晴
②

釜
谷
和
宏
（
五
色
Ｒ
Ｃ
）
③
辻
賀
仁
▽

同
40
歳
代
①
宍
戸
成
光
②
空
山
光
宏
③

岩
崎
克
英
▽
同
50
歳
代
①
園
生
一
行
（
泉

北
Ｒ
Ｃ
）
②
池
田
克
己
（
広
畑
走
友
会
）

③
武
知
保
文
▽
同
60
歳
以
上
①
松
坂
秀

▲ハーフマラソンのスタート（うずしおマラソン全国大会）

二
（
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
）
②
大
森
保
雄
（
広

畑
走
友
会
）
③
梅
田
宣
善
（
大
阪
走
ろ

う
会
）

【
6
部
】
２
キ
ロ
男
子
小
学
4
年
以
上

①
杉
本
耀
太
②
尾
田
智
紀
③
榎
本
陽
介

（
チ
ー
ム
Ａ
ｎ
ｅ
ｇ
ｏ
）

【
7
部
】
ハ
ー
フ
女
子
▽
20
歳
代
①
辻
井

千
恵
②
寺
内
有
美
子
③
大
西
真
智
子
▽

同
30
歳
代
①
宮
本
隆
子
（
し
あ
わ
せ
の

村
）
②
坂
根
充
紀
栄
③
加
藤
和
美
▽
同

40
歳
代
①
早
川
明
子
（
ハ
ー
ト
・
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

②
立
石
薫
③
小
松
京
子
▽
同
50
歳
代
①

田
村
日
名
子
②
大
野
麗
（
蘭
苑　

雅
麗

路
）
③
中
林
正
枝
▽
同
60
歳
以
上
①
柏

原
恒
子
（
グ
ル
ー
プ
風
）

【
8
部
】
10
キ
ロ
女
子
▽
10
歳
代
①
坂

口
洋
子
▽
同
20
歳
代
①
二
分
陽
子
②
畑

山
理
恵
③
Ｌ
ａ
ｕ
ｒ
ａ 

Ｂ
ｒ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ

（
チ
ー
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
▽
同

30
歳
代
①
金
本
郁
江
②
元
木
恭
子
③
増

田
洋
子
▽
同
40
歳
代
①
栗
林
美
津
枝
②

中
山
百
エ
③
佐
田
芳
子
▽
同
50
歳
代
①

大
上
玉
美
②
久
米
知
子
（
チ
ー
ム
楽
駆
）

③
辻
栄
子
▽
同
60
歳
以
上
①
今
津
毬
子

（
徳
島
健
走
会
）
②
山
根
久
仁
子
③
岸
本

征
子

【
９
部
】
５
キ
ロ
女
子
▽
10
歳
代
①
濱
田

錦
（
青
雲
中
陸
上
部
）
②
柳
原
愛
弓
（
同
）

③
空
山
佳
世
（
青
雲
中
）
▽
同
20
歳
代

①
外
山
知
子
（
徳
島
銀
行
）
②
市
木
純

恵
（
Ｃ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ
長
浜
）
③
布
袋
友
美

（
チ
ー
ム
Ａ
ｎ
ｅ
ｇ
ｏ
）
▽
同
30
歳
代
①

小
崎
志
保
（
豊
岡
走
友
会
）
②
坂
本
ま

ゆ
み
（
介
護
）
③
竹
口
麗
花
▽
同
40
歳

代
①
山
口
由
紀
②
大
野
ふ
み
え
（
明
石

健
康
ク
ラ
ブ
）
③
高
田
和
子
▽
同
50
歳

代
①
中
村
美
雪
（
豊
岡
病
院
）
②
新
開

美
津
子
③
市
河
原
雅
子
▽
同
60
歳
以
上

①
河
内
幸
子
（
姫
路
走
友
会
）
②
田
口

ひ
ろ
え
③
新
家
直
子

【
10
部
】
２
キ
ロ
女
子
小
学
4
年
以
上
①

高
田
未
生
菜（
松
帆
小
）②
空
山
祐
子（
洲

本
第
三
小
）
③
尾
崎
静
夏

【
11
部
】
２
キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
中
谷
航

也
（
津
名
高
柔
道
部
）
②
前
田
麻
更
（
同
）

③
岩
見
健
斗

◆
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

　
　
　
　
（
３
月
４
日
、
南
淡
公
民
館
）

【
Ａ
級
】
①
藤
井
悦
夫
（
神
代
）
②
森
川

勝
次
（
阿
万
）
③
南
孝
具
（
賀
集
）

【
Ｂ
級
】
①
井
上
輝
雄
（
福
良
）
柏
木
剛

（
八
木
）
③
斉
藤
文
也
（
榎
列
）

【
Ｃ
級
】
①
上
田
昌
樹
（
榎
列
）
②
白
川

利
積
（
神
代
）
③
堀
川
樹
（
市
）

◆
ゆ
ず
る
は
杯
・
宮
地
杯

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
10
日
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

【
男
子
】
①
三
宅
・
岩
崎
組
（
御
原
中
）

②
鈴
木
・
田
中
組
（
南
淡
中
）
③
浜
口
・

川
口
組
（
沼
島
中
）、
増
田
・
前
田
組
（
御

原
中
）

【
女
子
】
①
豊
田
・
平
門
組
（
三
原
中
）

②
中
道
・
井
手
組
（
同
）
③
牧
浦
・
増

井
組
（
南
淡
中
）、
片
山
・
片
山
組
（
倭

文
中
）

◆
南
あ
わ
じ
市
少
女
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
新
人
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
18
日
）

【
辰
美
小
学
校
会
場
】
①
三
原
志
知
②
辰

美
Ａ

【
湊
小
学
校
会
場
】
①
市
②
賀
集

◆
大
会
結
果
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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西淡地区
日 場所 時間
４
月
３
日
（
火
）

江尻公会堂  9:30 ～ 10:00
北方公会堂 10:15～ 10:45
日光寺前 11:00～ 11:40
慶野ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 12:30～ 13:10
古津路公会堂 13:25～ 14:00

４
月
４
日
（
水
）

脇田公会堂  9:30 ～ 10:00
志知川ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 10:15～ 10:45
西路神社前 11:00～ 11:20
志知志知屯所前 11:35～ 11:50
志知小前公民館 12:40～ 13:10
志知口集乳所横 13:25～ 13:40
志知奥公会堂 13:55～ 14:20

４
月
５
日
（
木
）

中津浦ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ  9:30 ～ 10:10
ＪＡ津井支所前 10:25～ 10:50
旧西本村公会堂 11:00～ 11:30
丸山漁協前 12:30～ 13:00
阿那賀漁協前 13:15～ 13:45
ＪＡ伊加利支所前 14:00～ 14:30

４
月
６
日
（
金
）

湊里・川上理市様宅前  9:30 ～ 10:00
ＪＡ湊購買部前 10:15～ 11:00
湊西集会所前 11:15～ 11:45
旧湊郵便局前 12:10～ 12:40

三原地区
日 場所 時間
４
月
９
日
（
月
）

大榎列公会堂  9:30 ～ 10:20
小榎列公会堂 10:30～ 12:00
徳長公会堂 12:50～ 13:40
市公会堂 13:55～ 14:50

４
月
10
日
（
火
）

福永公会堂  9:30 ～ 10:20
福永若宮神社 10:35～ 11:10
国衙旧国道四つ辻 11:25～ 12:00
神代八幡神社（神稲）13:00～ 13:30
神代地区公民館 13:45～ 14:20

４
月
11
日
（
水
）

上中原公会堂  9:30 ～ 10:00
社家公会堂 10:15～ 10:40
寺内公会堂 10:55～ 11:50
志知消防屯所前 12:50～ 13:20
中島下公会堂 13:35～ 14:00

４
月
12
日（
木
）

ＪＡ倭文出張所前  9:30 ～ 10:30
掃守公会堂 10:55～ 11:50
上幡多営農ｾﾝﾀｰ 12:50～ 13:40
浦壁公会堂 14:00～ 14:40

４
月
13
日
（
金
）

成相（馬回）ふれあいｾﾝﾀｰ  9:30 ～ 10:00
大久保公会堂 10:15～ 10:40
上八木公会堂 10:55～ 11:50
八木地区公民館 12:45～ 13:25
八木駐在所前 13:40～ 14:00
入田公会堂 14:15～ 14:40

南淡地区
日 場所 時間

４
月
16
日
（
月
）

灘地野バス停前  9:30 ～ 9:45
灘大川公会堂前  9:55 ～ 10:10
灘開発総合ｾﾝﾀｰ 10:25～ 11:00
沼島総合ｾﾝﾀｰ 12:20～ 12:50
灘山本公会堂前 13:50～ 14:10
灘黒岩バス停前 14:25～ 14:40
灘白崎集落入口（県道端）14:55～ 15:10
灘来川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前 15:20～ 15:30

４
月
17
日
（
火
）

かるも公会堂  9:00 ～ 9:25
福良仁尾荘  9:40 ～ 10:25
一作寿司横駐車場前歩道 10:40～ 11:50
二丁目旧保健所跡駐車場 12:50～ 13:45
南淡公民館前 14:00～ 15:00

４
月
18
日（
水
）

賀集生子農協倉庫前  9:30 ～ 10:40
南淡福祉保健ｾﾝﾀｰ 10:50～ 11:50
賀集田中会館前 12:50～ 13:40
賀集八幡神社入口 13:55～ 14:50

４
月
19
日
（
木
）

潮美台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前  9:30 ～ 10:45
農村環境改善ｾﾝﾀｰ 11:00～ 11:50
伊賀野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 12:50～ 13:30
稲田荘 13:45～ 14:15
大日寺 14:30～ 15:00

４
月
20
日
（
金
）

上町県道ﾊﾞｲﾊﾟｽ入口東側歩道  9:20 ～ 9:45
吹上三叉路 10:00～ 10:45
阿万連絡所前 11:00～ 11:50
西町海水浴場 12:45～ 13:30
東町バス停前 13:45～ 14:15

緑地区
日 場所 時間
４
月
23
日
（
月
）

老人福祉センター  9:30 ～ 11:30

緑市民センター 12:30～ 13:40

中筋公会堂 14:00～ 15:30
４
月
24
日（
火
）

倭文支所前  9:30 ～ 10:30
神道公会堂 10:45～ 11:30
安住寺集落センター 12:30～ 13:30
土井集落センター 13:40～ 14:30

４
月
25
日（
水
）

安心ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ長田  9:30 ～ 10:30
徳原公会堂 10:50～ 11:50
山添公会堂 12:50～ 13:50
大丸公会堂 14:10～ 15:00

　犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程により実施しますので、飼い主の
方は、この機会に必ず受けさせてください（法令で義務付けられています）。
対象は、生後91日以上です。

料金
●登録済みの犬（平成７年以降登録した犬）

　狂犬病予防注射料金のみ　3,200 円

●登録のない犬（飼ってから初めての登録）

　登録・狂犬病予防注射料金　6,200 円

※登録はその犬ごとに行います。登録変更があれば届けてください

問生活環境課☎ 43-5024
（担当獣医師）兵庫県獣医師会淡路支部

◆どんな病気？
　狂犬病の動物にかまれるこ
とにより感染。平均 30日の
潜伏期間の後発症。神経症
状（興奮、麻痺、錯乱など）が
現れ、呼吸麻痺で死亡。発
症すれば 100％死亡します。

◆感染する動物
　犬、ネコ、アライグマ、キ
ツネ、人間など、すべての
哺乳類

◆日本は大丈夫？
　1957 年以降発生していませ
んが、日本以外では多くの
国で発生しています。予防
注射をしていれば、人間も
感染を防ぐことができます。

◆予防のポイント
　・動物の場合
　　飼い犬の登録。予防注射の
　実施。放し飼いをしない。
　飼っている動物を捨てない。

　・人間の場合
　　流行地へ渡航するときは
　予防接種。渡航先で過度

　　に動物と接触しない。
問洲本健康福祉事務所☎ 26-2068

狂犬病とは？
▲声援に応えるゲストランナーの松野明美さん
　（うずしおマラソン全国大会）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

西
淡
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

所
属
の
中
尾
玲
華
さ
ん
（
辰
美

小
六
年
）、
南
あ
わ
じ
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
所
属
の
田
原
衿

奈
さ
ん
（
神
代
小
六
年
）
と
山

口
英
輝
く
ん
（
八
木
小
五
年
）

が
、
三
月
二
十
七
日
か
ら
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ

た
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

お
め
で
と
う

　南あわじ市八木保育所の園児が踊る創作ダンスがコンテス

トに入賞し３月５日、保護者に披露しました。

　亀田製菓主催の「第４回おせんべいの国でダンスダンス振

り付けコンテスト」。全国から 535 チームが参加しました。

約３分の課題曲に合わせて保育士が振り付けをして、１か月

間練習。撮影したテープを応募したところ、年長児 29人の

メロン組がニコニコ賞を受賞しました。

みなとウォークラリー散歩で世代間交流
　スポーツクラブ 21みなと（平本雅俊会長）が主催する、「みなと

ウォークラリー」が３月４日、湊小学校を出発する２コースで行われ、

２歳から 90歳までの約 90人が参加しました。この催しは、同クラ

ブが健康づくりと世代間交流を目的に昨年度から開催しているもの。

　お母さん、おじいちゃんと参加した清水大
だい

くん（湊幼稚園）は「す

ごく楽しかった。もっともっと歩きたい」と完歩賞を手に笑顔で話し

ていました。完歩後には温かい豚汁の振舞いも行われました。
▲好天のもと和気あいあいとウォーキングを楽しむ参加者 ▲元気良さを体いっぱいで表現するメロン組のダンス

八木保育所せんべいダンスコンテスト入賞

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競

技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
三
日
、
神
戸
市
の

ラ
ッ
セ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）
促
進

会
議
の
席
上
、
南
あ
わ
じ
市
連

合
自
治
会
（
芝
壽
浩
会
長
）
に
、

井
戸
敏
三
知
事
か
ら
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
連
合
自
治
会
は
、
平
成

十
七
年
十
一
月
に
同
推
進
会
議

に
登
録
し
、
各
自
治
会
を
通
じ

市
内
全
戸
に
加
入
申
込
書
を
配

布
す
る
な
ど
、
加
入
促
進
に
大

い
に
貢
献
。
市
内
で
の
加
入
率

が
十
六
・
三
％
（
三
月
十
日
現

在
）
と
な
り
ま
し
た
。

2007.4.1発行

南
あ
わ
じ
市
連
合
自

治
会
に
感
謝
状

伊
賀
野
自
治
会

緑
税
を
活
用
し
公
園
整
備

　

地
域
の
人
々
が
散
策
に
訪
れ
る

穀こ
く
な
い内

山
頂
上
の
八や

さ
か坂

神
社
周
辺
を

美
し
く
し
よ
う
と
、
北
阿
万
の
伊

賀
野
自
治
会
（
西
野
正
己
会
長
）

で
は
三
月
四
日
、
八
坂
公
園
で
植

樹
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
費
用
の

一
部
は
、
県
民
緑
税
を
財
源
と
す

る
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
は
、
同
自
治
会
（
百
九
十

戸
）が
所
有
す
る
約
二
千
平
方
㍍
。

一
部
で
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

集
落
で
植
樹
を
計
画
し
、
同
事
業

へ
申
請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
集
落
の
役
員
約

四
十
人
が
協
力
し
て
、
桜
や
楠
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
周
辺
環
境
に
調
和
し

た
六
種
類
の
樹
木
合
計
六
十
本
の

植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
た
西
野
会
長
は
、

「
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、
公
園
が

美
し
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
へ
の

参
拝
の
と
き
に
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
大
切
に
育
て
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲苗木を植える伊賀野自治会の皆さん

淡
路
瓦
工
業
組
合

淡
路
瓦
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

　
「
淡
路
瓦
」
が
特
許
庁
の
地
域

団
体
登
録
商
標（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）

に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
地
域
名
と
商

品
名
を
組
み
合
わ
せ
た
商
標
で
、

競
争
力
の
強
化
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
昨
年
四
月
、
商
標

法
が
改
正
さ
れ
、
農
協
や
事
業
組

合
な
ど
の
団
体
に
限
り
登
録
基
準

が
緩
和
さ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
昨
年
五
月
、
淡
路
瓦
工
業
組
合

（
福
原
幸
蔵
理
事
長
）
が
同
庁
に

商
標
を
申
請
し
、
二
月
九
日
付
け

で
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

▲地域ブランド「淡路瓦」をＰＲする福原理事長

　

淡
路
瓦
の
商
標
は
、
同
組
合
に

加
盟
す
る
島
内
百
四
十
事
業
所
が

島
内
で
製
造
す
る
「
い
ぶ
し
瓦
」

と
「
陶
器
瓦
」
の
総
称
と
し
て
使

用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。淡
路
島
は
、

三
州
瓦
（
愛
知
県
）、石
州
瓦
（
島

根
県
）
と
並
ぶ
三
大
瓦
産
地
で
、

い
ぶ
し
瓦
の
生
産
量
は
全
国
の
約

四
十
五
㌫
を
占
め
、
全
国
一
位
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

福
原
理
事
長
は
、「
淡
路
瓦
の

ブ
ラ
ン
ド
名
を
よ
り
広
く
浸
透
さ

せ
、
種
類
の
多
さ
や
、
高
い
品

質
の
淡
路
瓦
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会

伝
統
芸
能
を
披
露

　

市
内
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
継

承
す
る
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
第

三
回
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
伝
統
芸

能
発
表
会
（
南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

交
流
実
行
委
員
会
主
催
）」
が
二

月
二
十
四
日
、
西
淡
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
の
十
二
団
体
の

三
百
十
人
が
だ
ん
じ
り
唄
や
人
形

浄
瑠
璃
な
ど
を
熱
演
。
今
回
は
、

初
出
場
の
広
田
小
学
校
郷
土
芸
能

部
が
「
五
尺
踊
り
」、
市
村
小
唄

保
存
会
が
「
市
村
小
唄
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
小
林
健
司
実
行
委
員

長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
地
域
の
方
々

の
協
力
に
よ
っ
て
伝
統
芸
能
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
芸
能
の
宝

庫
、
南
あ
わ
じ
市
の
子
ど
も
た
ち

の
力
強
い
演
技
を
期
待
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

▲稲田南郷土芸能こども教室による「きつねおどり」

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

う
ず
し
お
ま
つ
り
・
桜
鯛
ま
つ
り

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告

げ
る
、
淡
路
島
び
ら
き
「
う
ず
し

お
ま
つ
り
・
桜
鯛
ま
つ
り
」（
南

あ
わ
じ
市
観
光
協
会
主
催
）
が
三
月

四
日
開
幕
し
、
な
な
い
ろ
館
や
観

潮
船
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
で
一
番
大
き
く
渦
巻
く
迫

力
満
点
の
鳴
門
海
峡
の
う
ず
潮

と
、
急
流
で
育
っ
た
桜
鯛
や
新
鮮

な
海
の
幸
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
な
い
ろ
館
前
の
観
潮
船
乗
り

場
で
は
、
関
係
者
約
三
十
人
が
出

席
し
て
安
全
祈
願
神
事
や
式
典
が

▲鳴門海峡のうず潮を間近で楽しむ観潮船の乗客

行
わ
れ
、続
い
て
「
う
ず
し
お
娘
」

の
杉
理
恵
子
さ
ん
と
松
尾
章
子
さ

ん
が
う
ず
潮
観
潮
船
の
一
日
船
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
潮
船
咸
臨
丸
の
船
上
で
は
、

三
百
人
の
観
光
客
と
う
ず
し
お
娘

が
、
ロ
ー
プ
で
結
ば
れ
た
酒
樽
を

流
し
て
航
行
の
安
全
と
大
漁
を
祈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
咸
臨
丸
と
ヘ

リ
オ
ス
の
デ
ッ
キ
か
ら
は
観
光
客

が
鯛
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

同
ま
つ
り
は
、
五
月
三
十
一
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
に

は
、
宿
泊
券
や
食
事
券
な
ど
が
当

た
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
観
潮
船
乗

り
場
や
大
鳴
門
橋
記
念
館
、
道
の

駅
う
ず
し
お
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

同
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
生
活
環
境
課
（
☎
43
・

５
０
２
４
）
へ
。

水
泳
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場▲中尾さん▲田原さん▲山口くん

加入はお済みですか？
　｢フェニックス共済 ｣
　掛け金年額 5,000 円で自

然災害時の住宅再建に最高

600 万円を支給。郵便局で

も申込みができます。

問総務課☎ 43-5001

　掛け金年額 5,000 円で自

然災害時の住宅再建に最高

600 万円を支給。郵便局で
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第
２
回
ツ
ー
ル
ド
淡
路

沼
島
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▽
日
時　

５
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
10
分

▽
集
合
場
所　

灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
（
灘
土
生
）

▽
内
容　

沼
島
の
民
話
を
聞
き
、

グ
ル
ー
プ
で
沼
島
の
見
ど
こ

ろ
回
る
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
む

▽
対
象　

小
学
３
年
〜
６
年
生
。

保
護
者
の
参
加
も
可
能

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
参
加
費　

子
ど
も
５
百
円
、
大

人
千
円
（
船
代
、
昼
食
代
を
含

む
。
当
日
支
払
い
）

▽
主
催　

兵
庫
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
淡

路
地
区
会

▽
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
木
）

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ナ
ー

体
験
コ
ー
ス
受
講
生

▽
期
間　

５
月
23
日
（
水
）
〜
25

日
（
金
）

▽
場
所　

東
浦
防
災
セ
ン
タ
ー

（
淡
路
市
久
留
麻
）

▽
募
集
人
数　

50
人

▽
参
加
費　

３
千
百
50
円

▽
申
込
み　

淡
路
景
観
園
芸
学
校

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
４
５
５

走
る
県
民
教
室
・
第
２
期
分

　

兵
庫
県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
県
政
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
地
域

間
交
流
な
ど
を
図
っ
て
も
ら
お
う

と
、「
走
る
県
民
教
室
」を
実
施
し
、

バ
ス
借
上
げ
費
用
の
半
額
（
上
限

＝
日
帰
り
５
万
円
、１
泊
10
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
、
高
齢

者
、
女
性
、
青
少
年
等
の
地
域

団
体
（
20
人
以
上
）。
１
団
体

に
つ
き
、
１
年
度
１
回

▽
見
学
実
施
日　

６
月
１
日（
金
）

〜
９
月
30
日
（
日
）

▽
申
込
み　

４
月
16
日
（
月
）
〜

４
月
27
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
企
画
調
整
担
当

　

☎
26
・
２
０
０
９

統
計
調
査
員
・
調
査
補
助
者

　

農
林
水
産
省
が
実
施
す
る
、
面

積
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
調
査
は
農
作
物
の
生
産
基

盤
で
あ
る
耕
地
の
実
態
を
把
握
す

る
も
の
で
す
。
調
査
期
間
中
は
、

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
の
身
分
を

有
し
、
国
で
定
め
ら
れ
た
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

問
近
畿
農
政
局
兵
庫
農
政
事
務
所

神
戸
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
洲

本
庁
舎
☎
22
・
２
６
５
０

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

◆
保
育
所
臨
時
・
パ
ー
ト
の
登
録

　

19
年
度
の
保
育
所
臨
時
・
パ
ー

ト
職
員
（
保
育
士
・
調
理
師
）
名

簿
へ
の
登
録
を
受
付
け
ま
す
。

　

保
育
所
で
産
休
、
育
児
休
業
及

び
病
休
に
よ
り
職
員
が
不
足
し
た

場
合
に
原
則
こ
の
登
録
者
の
中
か

ら
任
用
す
る
も
の
で
す
。

▽
勤
務
内
容　

通
常
保
育
、
延
長

保
育
、
ま
た
は
調
理
業
務

▽
勤
務
先　

市
内
の
公
立
保
育
所

▽
賃
金　

臨
時
保
育
士
＝
月
額

15
万
千
円
。
２
〜
３
時
間
の

延
長
担
当
保
育
士
＝
時
間
給

千
円
。
臨
時
調
理
員
＝
月
額

14
万
５
千
百
円
。
パ
ー
ト
調
理

員
＝
時
間
給
９
百
50
円

▽
応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
、

調
理
師
の
資
格
取
得
者

▽
申
込
み　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

◆
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事

務
パ
ー
ト
（
１
人
）

▽
業
務
内
容　

来
客
応
対
と
事
務

▽
雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
先　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
ゆ
ず
る
は
荘

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
。
勤
務
日
は
月
に
10

日
程
（
交
代
制
の
シ
フ
ト
勤
務

の
た
め
休
日
は
不
定
期
）

▽
賃
金　

時
間
給
８
百
70
円

▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
者
①
50
歳
ま
で
の
市
内

在
住
者
②
普
通
自
動
車
免
許

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
運
転
免

許
の
写
し
を
添
付
の
う
え
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
〒

６
５
６
―
０
４
５
２　

南
あ
わ

じ
市
神
代
浦
壁
１
０
４
０
―
３
、

☎
42
・
５
３
１
０
）
へ
提
出

◆
清
掃
セ
ン
タ
ー
臨
時
（
１
人
）

▽
勤
務
内
容　

搬
入
ご
み
分
別
作

業
及
び
設
備
機
器
類
等
の
操

作
点
検
清
掃
整
備
作
業

▽
雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
先　

南
あ
わ
じ
市
清
掃
セ

ン
タ
ー
（
八
木
寺
内
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
早
出
・
遅
出
・

深
夜
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

▽
賃
金　

月
額
15
万
千
円

▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
者
①
18
歳
〜
30
歳
ま
で

の
市
内
在
住
者
②
普
通
自
動

車
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
限
定
不
可
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
運
転
免

許
の
写
し
を
添
付
の
う
え
、
南

あ
わ
じ
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
〒

６
５
６
―
０
４
４
６　

南
あ

わ
じ
市
八
木
寺
内
１
７
２
０

番
地
２
、
☎
42
・
１
３
５
６
）

◆
温
水
プ
ー
ル
パ
ー
ト
職
員
（
１
人
）

▽
業
務
内
容　

プ
ー
ル
受
付
業
務

や
事
務
、
施
設
清
掃
な
ど

▽
雇
用
期
間　

５
月
〜

▽
勤
務
先　

南
あ
わ
じ
市
温
水
プ

ー
ル
（
サ
ン
プ
ー
ル
）

▽
賃
金　

時
間
給
８
百
70
円

▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
者
①
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
②

20
歳
〜
29
歳
ま
で
③
月
曜
日

以
外
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時
30
分
ま
で
の
間
に
、
１

週
間
40
時
間
勤
務
可
能
な
方

▽
申
込
期
限　

４
月
10
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　
「
サ
ン
プ
ー
ル

勤
務
」
と
明
記
し
た
履
歴

書
を
サ
ン
プ
ー
ル
（
☎
42
・

４
９
９
４
）
へ
提
出

◆
三
原
健
康
広
場
パ
ー
ト（
１
人
）

▽
業
務
内
容　

事
務
、
施
設
清
掃

▽
雇
用
期
間　

５
月
〜

▽
勤
務
先　

三
原
健
康
広
場

▽
勤
務
時
間　

月
曜
日
を
除
く
平

日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
。
日
曜
日
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
賃
金　

時
間
給
８
百
70
円

▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
者
①
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
②

39
歳
ま
で

▽
申
込
期
限　

４
月
10
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　
「
三
原
健
康
広

場
勤
務
」
と
明
記
し
た
履
歴

書
を
サ
ン
プ
ー
ル
（
☎
42
・

４
９
９
４
）
へ
提
出

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地
（
倭
文

庄
田
）　

１
戸
、
１
０
６
号
、
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
１
階
、
単
身
不
可
、

平
成
18
年
度
建
設
。
家
賃
月
額

５
万
９
千
８
百
円
〜
６
万
４
千

円
。
駐
車
１
台
月
額
２
千
５
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
い
る

世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円
以
下
）

▽
宮
川
団
地
（
広
田
）　

１
戸
、

１
０
１
号
、
２
Ｄ
Ｋ
、
１
階
、
単

身
可
、
平
成
11
年
度
建
設
。
家
賃

月
額
２
万
百
円
〜
４
万
４
千
２
百

円
。
駐
車
１
台
月
額
２
千
５
百
円

▽
津
井
団
地
（
津
井
）　

１
戸
、

C
棟
１
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階
建
、

単
身
不
可
、
昭
和
59
年
度
建
設
。

家
賃
月
額
１
万
４
千
８
百
円
〜

３
万
２
千
６
百
円

◆
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
会　

４
月
23
日（
月
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

　

け
し
の
仲
間
は
法
律
に
よ
り
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
植
え
て
よ
い
け
し
は
「
ひ

な
げ
し
」「
お
に
げ
し
」
な
ど
で
す

が
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
が
淡

路
で
は
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
不
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
た

り
、
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を

見
つ
け
た
ら
洲
本
健
康
福
祉
事
務

所
（
☎
26
・
２
０
６
７
）
ま
た
は
警

察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゆ
ー
ぷ
る
回
数
券
の

特
別
割
引
販
売

　

ゆ
ー
ぷ
る
で
は
４
月
１
日
〜
７

日
ま
で
、
年
に
１
度
の
回
数
券
特

別
割
引
販
売
を
行
い
ま
す
。
１

冊
（
10
枚
）
５
千
円
、
３
冊
（
30

枚
）
１
万
４
千
円
、
５
冊
（
50

枚
）
２
万
３
千
円
、10
冊
（
百
枚
）

４
万
円
。20
年
３
月
末
ま
で
有
効
。

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

４
月
18
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

な
な
い
ろ
館
（
福

良
）
周
辺
。
一
般
参
加
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　10・24日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）

◆日時　20日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
（法律相談）
◆日時　13・27日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　17日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　23日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
野口泰

や す し

嗣司法書士事務所☎ 26-3123

こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

 ４月の
　無料相談



まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●きっと勇気がわいてくる魔法の言葉（全３巻）
中井俊巳文／せきねゆき絵（汐文社）

小・中学生に贈る、より良く
生きるためのはげましのメッ
セージ。1巻ではイチローや
中田英寿、エジソンやリン
カーンなど、33の「あこが
れの人の言葉」を美しい挿絵
とともに紹介し、その言葉の
意味や由来を解説する。
●成功はゴミ箱の中に　レイ・クロック自伝

　レイ・クロック共著（プレジデント社）

緑公民館図書室☎44-3008

●ツキを呼びこむ！朝２時間の早起き
宮西ナオ子著（宝島社）

１日2時間早起きすれば、
1年で30日の時間をトク
することができる。そのわ
ずかな「運のツキ」が積み重
なれば、運の良い人になれ
る。仕事の成功も、家族の
幸せも、美容と健康も早起
きから！

●アローハンと羊
　興安作（こぐま社）
三原図書館☎43-5037

●子育てハッピーエッセンス100％
明橋大二著（１万年堂出版）

「子育てハッピーアドバイ
ス」シリーズ３作の中から、
特に大事なポイントを選ん
だみんなのお宝ブック。子
どもが輝き、親が楽にな
る100の言葉を、イラス
トやマンガを交えて紹介。
ハッピー仲間へようこそ！

●夜の博物館
　ミラン・トレンク著（講談社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●青葉の笛
あまんきみこ文／村上豊絵（ポプラ社）

源氏の熊谷次郎直実は、
平氏との戦いで息子とと
もに、手がらをたてよう
と勇んでいた。明日は決
戦という夜、平氏の陣か
ら美しい笛の音がきこえ
てくるのに直実は信じら
れない思いをする。そし
て運命の日、直実は…。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

ま
な
び
の
扉

老
人
大
学
う
ず
し
お
学
園

第
26
期
生
募
集

▽
入
学
資
格　

市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方

▽
期
間　

５
月
〜
翌
年
３
月
ま
で

の
毎
月
第
４
土
曜
日
。
※
変
更

す
る
場
合
が
あ
り

▽
場
所　

三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

政
治
、
経
済
、
文
学
、

音
楽
、
園
芸
な
ど
。
自
主
活
動

で
各
種
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す

▽
申
込
み　

緑
・
西
淡
・
三
原
・

南
淡
公
民
館
に
備
付
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、

申
込
金
４
千
円
を
添
え
て
提
出

▽
申
込
締
切　

４
月
20
日
（
金
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

 

観 

桜 

会

▽
日
時　

４
月
３
日
（
火
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
３
階
講
堂

▽
内
容　

フ
ラ
メ
ン
コ
、
相
撲
甚

句
、
子
ど
も
だ
ん
じ
り
唄

▽
入
場
料　

無
料

問
南
淡
文
化
協
会
事
務
局
（
南
淡

公
民
館
内
）
☎
50
・
３
０
４
８

玉
青
館
か
ら
お
知
ら
せ

◆
受
贈
記
念　

直
原
玉
青
展　

　

〜
家
族
に
遺
さ
れ
た
絵
画
〜

▽
期
間　

４
月
22
日
（
日
）
〜
６

月
24
日
（
日
）

▽
内
容　

一
昨
年
百
一
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
直
原
玉
青
画
伯
が
、

「
家
族
」
に
遺
し
た
絵
画
21
点

と
画
伯
愛
用
の
画
材
道
具
な

ど
を
展
示
。
絵
画
は
昨
年
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
ご
寄
附
い
た

だ
い
き
ま
し
た

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
平
成
19
年
度
玉
青
館
友
の
会

　

会
員
募
集

▽
会
員
特
典　

玉
青
館
の
観
覧
料

が
無
料
。
美
術
鑑
賞
の
見
学
会

に
参
加
で
き
る
。
近
隣
の
美
術

館
・
博
物
館
の
情
報
提
供
等
が

受
け
ら
れ
る

▽
会
費　

年
額
千
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
公
民
館
講
座
募
集

　
　

現
在
、
平
成
19
年
度
南
あ
わ

じ
市
公
民
館
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
３
月
31
日
（
土
）
の
新
聞

折
込
ま
た
は
、
最
寄
の
公
民
館

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
冷
暖
房
費
を
徴
収

　
　

４
月
か
ら
は
、
公
民
館
講
座

の
受
講
に
も
冷
暖
房
費
を
徴

収
し
ま
す
。

第
18
回
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

コ
ン
ク
ー
ル

▽
日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
７
時
30
分

▽
場
所　

し
づ
か
ホ
ー
ル
（
淡
路

市
志
筑
）

▽
内
容　

島
内
の
祭
礼
団
、
保
存

会
、
愛
好
グ
ル
ー
プ
、
少
年
少

女
グ
ル
ー
プ
ら
合
計
約
30
団

体
に
よ
る
だ
ん
じ
り
唄
の
競

演

　

　国分寺（八木国
こ く ぶ

分）は、

聖
しょうむ

武天皇が仏教の力によって

国を治めようとして、天
てんぴょう

平 9

年（737）に国ごとにその建

立を命じたことに始まります。

　伽
がらん

藍（建物）の主なものは、

南大門・金
こんどう

堂・七重塔・講堂・

鐘
しょうろう

楼・僧房などだったようで

すが、当時のものとしては、塔跡の中心礎
そせ き

石が残されています。

礎石は直径 136 ㎝の自然石に直径約 75㎝の円柱座と、その上

にホゾを彫り出しています。このほかに 5個の礎石があります

が、いずれも元あった位置からは移動しています。

　これまでの発掘調査で、寺域の広さは東西約 170m、南北約

210mの長方形で周りに約 2m幅の溝と築
ついじべい

地塀がめぐらされて

いたことなどがわかっています。

国こ

く

ぶ

ん

じ

分
寺
塔と

う

跡
（
国
指
定
）
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シリーズ
▽
入
場
料　

無
料

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
淡
路

文
化
会
館
内
）
☎
０
７
９
９
・

85
・
１
３
９
１

サ
ン
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館

　

４
月
２
日
（
月
）
ま
で
、
施
設

修
繕
工
事
の
た
め
、
臨
時
休
館
し

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
温
水
プ
ー
ル
「
サ

ン
プ
ー
ル
」
☎
42
・
４
９
９
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
服
部
嵐
雪
展　

５
月
13
日（
日
）

ま
で
。
服
部
家
に
伝
わ
る
嵐
雪

関
連
遺
品
の
展
示

◆
土
文
芸
淡
路
雑
俳
展　

５
月
20

日
（
日
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
36
回
天
体
観
測
会　

三
日

月
・
土
星
・
木
星
を
見
よ
う

▽
日
時　

４
月
21
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

●千年、働いてきました　老舗企業大国ニッポン
　野村進著（角川書店）

◆日時　４月22日（日）
　　　　9:30～ 16:00
◆場所　南淡図書館（福良）
◆イベント内容　
　  9:30 ～　オープニング（ピアノ演奏）
　10:00 ～　開会式
　10:30 ～　人形劇、パネルシアター
　12:50 ～　まち探検
　13:30 ～　アートの世界を楽しもう
　14:00 ～　おはなし会
   15:00 ～　アニメ上映会
◆その他　市内の児童・生徒作品展
　示、古本お持ち帰りコーナー、
　クイズ探検コーナー、手作りお
　やつのふるまい、子育て学習コー
　ナー、乳幼児託児ルームなど
◆参加費　無料
問南淡図書館☎ 53-0234

第５回
　読書っ子まつり

●４月の図書館カレンダー

 １     2　           3       4       5   　６     ７ 

 8      9     10     11     12    13    14

15    16   17     18     19     20   21

22    23   24     25     26     27   28   

29    30  

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです

月末日

　トレーニングルームを利用する場合、初回

のみこの講習会を受講していただきます

●対象者　16歳以上

●講習会受講料　500円

●１講習会定員　６人（完全予約制）

●講習時間　約１時間30分

●利用料金　200円（２回目以降）

※申込みは４月４日（水）午前８時30分

　から電話で受付します。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

４ 月 14 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

４ 月 15 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

４ 月 20 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会エアロビクスダンス
　リズムに合わせ楽しく身体を動か
しながら脂肪を燃焼させ、スタミ
ナアップを図りませんか？

◆対象者　16歳以上
◆受講料　10回 5,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
◆申込み　文化体育館☎50-5077

回数 受講日 曜日 時間
第１回 ４ 月 24 日 火

午後７時30分～

第２回 ５ 月 １ 日 火
第３回 ５ 月 ８ 日 火
第４回 ５ 月 15 日 火
第５回 ５ 月 22 日 火
第６回 ５ 月 29 日 火
第７回 ６ 月 ５ 日 火
第８回 ６ 月 12 日 火
第９回 ６ 月 19 日 火
第 10 回 ６ 月 26 日 火

▲直原玉青展「奥の細道」



広報 

心のかけはし

24

平成19年３月19日までの受付分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
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セ
ン
タ
ー
へ 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

●人　口 53,540人（前月比－36人）
　（男）　 25,840人（前月比－17人）
　（女）　 27,700人（前月比－19人）
●世帯数 18,159世帯（前月比－2世帯）
　　　　　　　　※平成19年3月1日現在

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

や
わ
ら
か
い
春
の
陽
気
に
誘
わ

れ
て
、
お
散
歩
が
て
ら
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
。

　

市
内
に
は
４
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
保
育

所
・
幼
稚
園
入
所
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
連
れ
た
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
が
た
く
さ
ん
遊
び
に
来

て
い
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
参

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
齋藤　雅人（洲本市）
木下　　強（潮美台）
武田　和久（洲本市）
柳田　好毅（倭　文）
岡　健二郎（　湊　）
榎本　康孝（阿　万）
柏木　秀斗（八　木）
近藤　元基（榎　列）

山本亜利沙（賀　集）
亀淵真理子（阿　万）
小畠有美子（賀　集）
坂部　恭子（淡路市）
谷池亜由美（津　井）
中川　　葵（大阪府）
國中　恵子（神　代）
荻野　久美（福岡県）

2 月 21 日
2 月 25 日
2 月 26 日
3 月 1 日
3 月 3 日
3 月 6 日
3 月 10 日
3 月 14 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
榎本ゑみ子
田中　糸枝
藤原しげみ
岡本　幸雄
細川きみ子
開　きよみ
藤江かね子
高 田　　 有
松本　正一
垣　こさき
森本　治男
長 尾　　 勝
山﨑　克巳
中村かずゑ
村上　幸子
亀淵　正之
道上　幸光
𠮷田ちず子
奥 井　　 巖
折口　太佑
倉渕かつみ
岩口　國一

神 代
賀 集
倭 文
福 良
八 木
阿 万
灘

北阿万
沼 島
湊

伊加利
広 田
北阿万
榎 列
福 良
福 良
津 井
神 代
倭 文
市

志 知
八 木

92
84
78
86
87
80
93
79
84
92
75
78
68
90
69
80
55
79
93
17
84
78

2 月 19 日
2 月 19 日
2 月 21 日
2 月 21 日
2 月 23 日
2 月 23 日
2 月 23 日
2 月 25 日
2 月 27 日
2 月 28 日
2 月 28 日
2 月 28 日
2 月 28 日
2 月 28 日
3 月 1 日
3 月 2 日
3 月 2 日
3 月 2 日
3 月 4 日
3 月 4 日
3 月 4 日
3 月 5 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

齋藤　永
と あ

和

近藤　希
の の は

羽

浦瀬　　恋
れん

村上　茉
ま お

桜

井上　優
こ こ

心

吾妻　春
しゅんた

汰

嶋本　亜
あ さ と

慧

釣島小
こ ま ち

真千

藤本　和
かずひさ

久

古池　　桜
さくら

米 田　卓
た く や

矢

橋本　沙
せ な

奈

田野　晴
は な

菜

祖山　彩
い ろ は

葉

松山　塔
と う こ

虹

道上　紗
さ は

羽

宗田　夢
ゆ さ き

幸

上野　旭
あ さ ひ

陽

東海林來
ら ー な

花

北﨑　　澪
れい

村上　穂
ほ の か

花

清水悠
ゆ き や

貴哉

境　　杏
あ ん り

莉

菅　　七
な な み

海

島田　兜
と う ご

冴

堀　　琉
る う く

玖

森　　小
こ も も

桃

上嶋　琴
こ と み

水

喜田　　澪
みお

藤井にいな

榎本　百
も も か

花

小坂　聡
そ ら

楽

土居　桜
さくらこ

子

阿部　優
ゆ う な

奈

女
女
女
女
女
男
男
女
男
女
男
女
女
女
女
女
女
男
女
男
女
男
女
女
男
男
女
女
女
女
女
男
女
女

雅 人
順 二
健 志
淳

拓 也
勝 美
恵 一
恭 右
豊 久
将 貴
享 良
拓 也
直 利
彰 文
勤

剛 史
英 史
忠 平
悟
秀

明 良
公 博
雄 二
啓 行
英 樹
隼 也
圭 輔
聡

智 志
隆 夫
寛 之
享 千
正 幸
勝 行

洲本市
広 田
福 良
志 知
倭 文
津 井
松 帆
福 良
神 代
阿 万
賀 集
倭 文
神 代
松 帆
阿 万
津 井
福 良
北阿万
福 良
潮美台
神 代
津 井
広 田
八 木
広 田
阿那賀
八 木
大阪府
福 良
松 帆
神 代
広 田
八 木
広 田

2 月 8 日
2 月 14 日
2 月 15 日
2 月 16 日
2 月 16 日
2 月 17 日
2 月 18 日
2 月 20 日
2 月 20 日
2 月 20 日
2 月 21 日
2 月 21 日
2 月 22 日
2 月 23 日
2 月 23 日
2 月 23 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 24 日
2 月 27 日
2 月 28 日
2 月 28 日
3 月 1 日
3 月 3 日
3 月 3 日
3 月 4 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 8 日
3 月 8 日
3 月 9 日
3 月 11 日
3 月 12 日
3 月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
西住　春男
米岡　しげ
網本マツエ
　　久夫

西 田　　 功
前川きくゑ
園部るすゑ
内海小夜子
長手みよ子
川脇　義雄
森　　 宗 八
古川　健一

八 木
阿那賀
八 木
阿那賀
榎 列
倭 文
福 良
福 良
榎 列
市

榎 列
榎 列

82
99
91
87
70
91
97
71
78
86
90
74

3 月 5 日
3 月 6 日
3 月 6 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 7 日
3 月 8 日
3 月 8 日
3 月 9 日
3 月 9 日
3 月 9 日

氏名 年齢 地区 死亡日
坂口しげの
門田　　學
長江　利昭
髙田　克巳
久井加代子
野　 木

三宅　　勝
大住　澄子
鳥井　由夫
阿部　角郎
山本　幹夫
所　利治

阿那賀
神 代
松 帆
市

神 代
広 田
松 帆
松 帆
神 代
榎 列
賀 集
福 良

88
71
79
90
86
78
75
80
85
89
84
85

3 月 10 日
3 月 10 日
3 月 11 日
3 月 11 日
3 月 11 日
3 月 12 日
3 月 12 日
3 月 13 日
3 月 14 日
3 月 17 日
3 月 18 日
3 月 19 日

　

私
は
、
淡
路
学
園
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
淡
路
学
園
に
は
、
幼
稚

園
ぐ
ら
い
の
子
か
ら
高
校
生
ま
で

い
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
生
活
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
以
前
、「
学
園
の
子
は
、

お
風
呂
に
入
っ
て
な
い
ん
や
ろ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
私
は
、「
何
で
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
ん
だ
ろ
う
」
と

思
い
ま
し
た
。
お
風
呂
に
入
る
こ

と
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
に
、

ど
う
し
て
そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ

る
の
か
不
思
議
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
偏
見
」
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。「
偏
見
」
と
い
う
の

は
、
本
当
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の

に
、
思
い
込
み
や
う
わ
さ
や
見
た

め
で
そ
う
決
め
こ
ん
で
し
ま
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
少
し
他
の
人

よ
り
太
っ
て
い
る
だ
け
で「
デ
ブ
」

と
言
わ
れ
た
り
、
本
当
は
そ
ん
な

こ
と
が
な
い
っ
て
見
た
ら
分
か
る

の
に
「
不
潔
だ
」
と
か
「
キ
モ
イ
」

と
言
わ
れ
て
い
じ
め
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

偏
見
か
ら
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
「
偏
見
」
は
、
こ
の
よ
う
に
悪

口
や
仲
間
は
ず
れ
や
い
じ
め
を
生

み
出
す
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
偏
見
が
相
手
に
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
た
り
、
傷
つ
け

て
し
ま
う
も
と
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

人
に
は
、
ど
ん
な
人
に
も
平
等

に
扱
わ
れ
る
権
利
、
自
由
を
奪
わ

れ
な
い
権
利
、
命
を
奪
わ
れ
な
い

権
利
が
あ
り
ま
す
。私
の
場
合
は
、

学
園
の
こ
と
を
偏
見
の
目
で
言
わ

れ
て
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、

い
じ
め
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
他
の

と
こ
ろ
で
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
学

校
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
自
ら

命
を
落
と
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
偏
見
や
い
じ
め
が

平
等
に
扱
わ
れ
る
権
利
、
自
由
や

命
を
奪
わ
れ
な
い
権
利
を
犯
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

私
は
、
学
園
の
子
だ
か
ら
こ
う

だ
と
か
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や

見
た
め
が
こ
う
だ
か
ら
こ
う
だ

と
い
う
目
で
人
を
見
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
と
話
を
し
た
り
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
そ
の

人
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
い
き
た

い
し
、
み
ん
な
に
も
そ
う
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

て
、
偏
見
か
ら
く
る
よ
う
な
人
を

傷
つ
け
た
り
悲
し
い
思
い
を
さ
せ

た
り
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
人
を

喜
ば
せ
る
言
葉
を
た
く
さ
ん
の
人

に
い
っ
ぱ
い
使
え
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
み
ん
な
で
お

互
い
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
知
っ

て
、
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
偏

見
の
目
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
一
人
が
友
だ
ち
や
家
族
に
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
そ
の
思
い

や
り
の
心
を
大
切
に
し
て
い
っ
た

ら
、
い
じ
め
も
な
く
な
る
し
、
学

校
に
行
き
た
く
な
く
な
る
人
や
、

命
を
落
と
す
人
が
い
な
く
な
っ
て

い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ろ
ば
南
あ
わ
じ
」

　
（
発
行
：
南
あ
わ
じ
市
人
権

　

  

教
育
研
究
協
議
会
）
か
ら

加
で
き
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
を
広
げ
て
自
由
に

遊
べ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
、

遠
足
、
季
節
行
事
な
ど
の
４
セ

ン
タ
ー
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
も
年

間
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
５
月
よ
り
、
子
ど
も
の
月

年
齢
に
合
わ
せ
た
ひ
ろ
ば
（
う

さ
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
、
ぞ
う
く
ん

ひ
ろ
ば
）
も
開
設
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

の
赤
ち
ゃ
ん
、
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
き
っ
と
新
し
い
出

会
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
な
ん
だ
ん　

仲
岡
美
佳
）

▲親子ヨガ体験（なんだん）

「
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
」　

村 

地 

里 

美 
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●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2007.4.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ４月 １日（日） 穀 内 勇 夫 医師 橋 田 友 孝 医師

 ４月 ８日（日） 柴 田 亮 平 医師 田 中 一 宏 医師

 ４月15日（日） 鈴 木 俊 示 医師 福 田 郁 夫 医師

 ４月22日（日） 富 本 喜 文 医師 福 原 正 博 医師

 ４月29日（日） 友 清 龍 一 郎 医師 高 田 育 明 医師

 ４月30日（月） 宮 崎 美 枝 医師 大 森 弘 之 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200

●平日は午後6時から
　　　　午後11時まで
●土曜日は午後1時から 
　　　　午後11時まで

南 淡 路 病 院
☎ 53 - 1553

４月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
 ４月 １日（日） 富 本 康 仁 医師

9:00～17:00

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

 ４月 ８日（日） 田 中 一 宏 医師

 ４月15日（日） 坂 口 美 奈 子 医師

 ４月22日（日） 奥 村　　 司 医師

 ４月29日（日） 大 橋　　 明 医師

 ４月30日（月） 村 上 龍 助 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

４ 水  9:00 ～ 17:00 南淡福祉保健センター
９ 月 〃 緑保健福祉センター
10 火 〃 西淡保健センター
11 水 〃 南淡福祉保健センター
16 月 〃 三原保健センター
18 水 〃 緑保健福祉センター
23 月 〃 三原保健センター
25 水 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
４ 水   〃 緑保健福祉センター
16 月   〃 西淡保健センター
23 月   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・ダンベ
ル体操。64歳までの方
を対象（要予約）

10 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

16 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

２ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
５ 木 〃 西淡保健センター
10 火 〃 緑保健福祉センター
16 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
19 木 13:00 ～ 15:30 沼島総合センター

日 曜日 受付時間 場　　所
23 月 11:30～16:00 西 淡 保 健 セ ン タ ー
26 木 〃 農村環境改善センター

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

２ 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

５ 木 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

11 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

25 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

10 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
10 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
12 木   9:30 ～ 11:00 緑保健福祉センター
12 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
24 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
24 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
26 木   9:30 ～ 11:00 緑保健福祉センター
26 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年１月・７月生）

３ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター

２歳児歯科健診
（平成 17 年１月生）

17 火 13:00～13:15

母親学級
12 木 13:15～13:30
19 木 〃

遊びの教室 26 木   9:30～10:00
発達支援相談 26 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成18年２月生・
平成18年９月生）

４ 水 13:00～13:15 西淡保健センター
11 水 〃 緑保健福祉センター
18 水 〃 南淡福祉保健センター
25 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成16年３生）

20 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成17年９月生）

６ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成18年６月生）

13 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成18年 12月生）

27 金 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成18年 11月生）

24 火 9:30 ～ 10:00 西淡保健センター

健
診
と
生
活
改
善
で

　
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防

　

ど
ん
な
方
で
も
そ
の
日
に

よ
っ
て
体
調
が
良
か
っ
た
り
、

す
ぐ
れ
な
か
っ
た
り
、
日
々
身

体
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
健
康

診
査
を
受
診
す
る
こ
と
は
病
気

の
発
見
だ
け
で
な
く
、
身
体
の

異
変
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

の
重
要
な
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

多
く
の
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
肥
満
型
の
肥
満
に
高
脂
血

症
・
高
血
糖
・
高
血
圧
の
症
状

の
う
ち
2
つ
以
上
を
重
ね
持
っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

18
年
度
の
健
診
結
果
で
は
異

常
率
ト
ッ
プ
は
高
脂
血
症
。
続

い
て
肥
満
、
糖
尿
病
で
し
た
。

健
診
を
受
け
、
生
活
改
善

　

健
診
で
大
切
な
の
は
毎
年
の

数
値
の
変
化
に
注
目
す
る
こ
と

で
す
。
少
し
で
も
異
常
値
に
近

づ
い
て
い
く
状
態
で
あ
れ
ば
生

活
習
慣
病
の
黄
信
号
と
と
ら

え
、「
1
に
運
動
、
２
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
」
と
い
っ
た
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

町
ぐ
る
み
健
診

　

４
月
中
旬
に
各
世
帯
に
申
込

書
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
実
施
期
間　

７
月

▽
場
所　

申
込
書
に
記
載

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
方
法　

申
込
書
の
健
診

（
検
診
）
項
目
ご
と
に
「
受

け
る
・
受
け
な
い
」
の
ど
ち

ら
か
を
必
ず
○
で
囲
み
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不

要
）に
入
れ
返
信
。
ま
た
は
、

最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
持
参
。
受
診
希
望
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
ご

返
送
く
だ
さ
い

▽
申
込
期
限　

４
月
27
日（
金
）

健診（検診）名
対　象　者

（年齢は20年４月 1日現在）
内　容 料　金

① 基 本 健 診 19歳以上

問診、検尿、血圧、貧血、身体検査（身長・
体重・腹囲）、生化学検査（循環器系・肝
臓・腎臓・糖尿・痛風）、心電図、眼底検査、
医師診察

70歳未満 1,300円

②肝炎ウィルス検診 40～ 70歳の５歳刻みの節目年齢 血液検査（Ｃ型HCV抗体・Ｂ型HBs 抗原） 800円

③肺がん・結核検診 19歳以上 胸部Ⅹ線間接撮影（必要者には喀痰検査） 無料（喀痰細胞診は500円）

④ 胃 が ん 検 診 40歳以上 胃部造影間接撮影 1,000円

⑤大 腸 が ん 検 診 30歳以上 便潜血反応検査 500円

⑥ 歯 周 疾 患・ 顎 関
　節・口腔がん検診 19歳以上 診察 300円

⑦前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性 血液検査（ＰＳＡ検査） 1,500円

⑧子 宮 が ん 検 診 20歳以上の偶数年齢の女性 子宮頸部 （細胞診）  1,200 円

⑨骨粗しょう症検診 19歳以上の女性 かかとの超音波測定 800円　

⑩ 乳 が ん 検 診
（医療機関で個別健診） 40歳以上の偶数年齢の女性 マンモグラフィ（乳房Ⅹ線撮影）、視触診 1,700円（支払いは医療機関）

●乳がん検診は６月～12月の期間中に医療機関で個別受診
●アスベストにばく露した可能性のある方は、アスベスト関連疾患に係る問診を付加した健康診断（無料）も実施します

町ぐるみ健診の内容

食
生
活
改
善
教
室
「
塩
分
改
善
編
」

▽
日
時　

毎
月
第
２
木
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
。
５
〜
８
月

▽
場
所　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

24
人

男 

の 

料 

理 

教 

室

▽
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
。５
月
〜
１
年
間（
７
月
・
11
月
は
第
２
火
曜
日
）

▽
場
所　

三
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

22
人

◆
内
容　

講
話
、
調
理
実
習

◆
参
加
費　

材
料
費
（
実
費
）

◆
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

◆
申
込
み　

開
催
場
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◆
そ
の
他　

参
加
多
数
の
場
合
、
新
規
申
込

者
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方
を
優
先

南
あ
わ
じ
市
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
50
分
。
５
月
〜
翌
年
２
月

▽
場
所　

榎
列
公
民
館

▽
内
容　

市
内
の
医
師
ら
に
よ
る
講
義
。
健

康
、
医
療
、
公
衆
衛
生
全
般

▽
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
。
70
人

▽
申
込
み　

申
込
書（
４
月
８
日
新
聞
折
込
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
付
）
に
受
講
料
千
円

を
添
え
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
。

▽
申
込
期
間　

４
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

講 

座 

生 

募 

集
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毎
年
４
月
か
ら
５
月
頃
に
か
け

て
産
卵
の
た
め
、
鳴
門
海
峡
を

通
っ
て
瀬
戸
内
海
に
入
っ
て
く
る

マ
ダ
イ
は
「
桜
鯛
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色

  

桜 

鯛 

の 

宝ほ

う 

楽ら

く 

焼や

き

　

結
成
15
年
の
節
目
を
機
に
、

だ
ん
じ
り
唄
の
保
存
、
伝
承
、

普
及
に
つ
い
て
模
索
す
る
中
、

今
年
の
目
標
は
、
高
校
生
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ

と
に
決
定
。

　

統
合
に
よ
り
最
後
と
な
る
志

知
高
校
の
快
諾
を
得
、
２
月
よ

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒

さ
ん
を
阿
万
公
民
館
へ
送
迎
さ

れ
る
先
生
方
の
御
苦
労
に
は
本

当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

外
題
は
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

「
玉
三
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

年
齢
、
男
女
の
声
質
の
違
い
や

地
域
に
よ
る
節
ま
わ
し
の
違
い

が
あ
り
ハ
ー
ド
ル
は
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
お
師
匠
さ
ん
の
指
導

に
よ
り
、
中
身
の
濃
い
練
習
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

合
作
の
第
一
目
標
は
、
４
月

22
日
の
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン

ク
ー
ル
（
22
頁
参
照
）
で
、
し

づ
か
ホ
ー
ル
の
舞
台
を
踏
む
こ

と
で
す
。
新
入
メ
ン
バ
ー
い
つ

で
も
歓
迎
、
募
集
中
で
す
。

世
代
を
越
え
て
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ん
じ
り
唄
う
た
い
ま
専
科

広報 

の
鱗
う
ろ
こ
が
桜
の
花
び
ら
の
よ
う

に
美
し
い
こ
と
か
ら
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
鳴
門
海
峡
の

激
流
に
も
ま
れ
た
鯛
は
身
が

引
き
締
ま
っ
て
脂
の
の
り
が

よ
く
、
味
・
色
・
姿
の
三
拍

子
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

豪
華
な
活
造
り
で
味
わ
う

▲高校生との練習風景

「ゆうえんち」
（幼稚園ウィーク造形展より）　

　南あわじ市内の公立幼稚園（湊、津井、丸山、
阿那賀、伊加利、志知）の４歳児による共同
作品。遊園地のジェットコースターやコー
ヒーカップで、楽しそうに手を振る子どもた
ちの姿がいきいきと描かれています。

⑪

の
は
も
ち
ろ
ん
、淡
路
島
で
は「
宝

楽
焼
」
と
し
て
も
楽
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

獲
れ
た
て
の
浜
揚
げ
料
理
か
ら

生
れ
た
「
宝
楽
焼
」。
万
葉
の
昔
、

奈
良
の
宮
人
た
ち
が
御
原
（
三
原

平
野
）
へ
狩
猟
に
出
か
け
た
際
、

淡
路
海
人
（
漁
師
）
が
鳴
門
の
海

の
幸
を
野
焼
き
に
し
て
献
上
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
焼

石
を
浜
辺
に
敷
き
つ
め
て
、
そ
の

上
に
こ
ん
ぶ
で
く
る
ん
だ
鯛
を
お

き
、
砂
を
か
け
て
焼
き
上
げ
た
野

趣
あ
ふ
れ
る
料
理
で
し
た
。

　

現
在
は
、
素
焼
き
の
焙ほ
う
ろ
く烙
に

那な
ち
ぐ
ろ

智
黒
を
敷
き
詰
め
、
鯛
や
サ
ザ

エ
、
エ
ビ
な
ど
を
載
せ
る
の
が
一

▲鯛の宝楽焼

般
的
。
蒸
し
焼
き
に

す
る
こ
と
で
素
材
の

旨
味
を
逃
が
さ
ず
、

皮
は
ぱ
り
っ
と
、
身

は
ふ
っ
く
ら
と
し
た

味
わ
い
が
楽
し
め
ま

す
。 

　

５
月
末
ま
で
の

「
桜
鯛
ま
つ
り
」
期

間
中
に
は
、
市
内
の

旅
館
や
民
宿
、
食
事

処
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
観

光
協
会
☎
52
・

２
３
３
６

だ
ん
じ
り
唄
う
た
い
ま
専
科

◆
代
表　

加
藤
絹
子　

◆
会
員　

17
人

◆
活
動
内
容　

毎
月
２
回
の
練
習
会

　
（
阿
万
公
民
館
）、
だ
ん
じ
り
唄
交
流

　

会
へ
の
参
加

【
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

だ
れ
も
が
大
切
に
思
う
郷
土
の
心

だ
ん
じ
り
唄
は
南
あ
わ
じ
の

く
に
じ
ま
ん
！

唄
い
語
り
輪
を
広
げ
よ
う

合
言
葉
は
唄
い
継
げ
よ
郷
土
の
心
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